
2018

Vol.991
9

城屋の揚松明（雨引神社、８月14日撮影）

P ２　城屋の揚松明

P ４　小橋の精霊船行事

P ５　吉原の万灯籠

【夏の伝統行事】



城
屋
地
区
の
伝
統
行
事
で
府
登

録
文
化
財
、
市
指
定
文
化
財

の
「
城
屋
の
揚
松
明
」
が
８
月
14

日
に
雨
引
神
社
で
行
わ
れ
た
。

女
布
の
城
主
が
山
中
で
娘
を
飲

み
込
ん
だ
大
蛇
を
退
治
し
、
神
社

に
奉
っ
た
と
い
う
地
元
の
伝
説
が

基
と
な
っ
て
お
り
、
水
を
司
る
と

い
わ
れ
て
い
た
蛇
を
鎮
め
る
雨
乞

い
の
行
事
。
当
日
は
地
元
を
出
た

青
年
た
ち
も
帰
っ
て
く
る
。
地
区

出
身
の
「
城
屋
青
年
会
」
の
若
者

が
力
い
っ
ぱ
い
太
鼓
を
た
た
き
、

神
社
前
を
流
れ
る
高
野
川
で
身
を

清
め
る
。
高
さ
約
16
㍍
の
大
松
明

を
大
蛇
に
見
立
て
、
火
を
付
け
た

小
松
明
を
持
っ
た
若
者
た
ち
が
大

松
明
を
ぐ
る
っ
と
囲
み
、
一
斉
に

投
げ
入
れ
る
。
放
物
線
を
描
い
た

小
松
明
が
の
り
、
着
火
す
る
と
大

松
明
は
火
の
粉
を
散
ら
し
て
燃
え

盛
り
、
辺
り
は
火
で
明
る
く
照
ら

さ
れ
る
。
最
後
は
燃
え
盛
る
大
松

明
を
若
者
た
ち
が
手
綱
を
引
き
川

側
へ
引
き
倒
す
。

見
て
い
た
住
民
や
帰
省
者
な
ど

観
客
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
城

屋
地
区
で
守
り
続
け
ら
れ
て
い

る
夏
の
神
事
は
無
事
、
今
年
も
終

わ
っ
た
。





祈
り
を
さ
さ
げ

小
橋
地
区
の
海
岸
で
８
月
15
日
に
行
わ
れ
た

「
小
橋
の
精
霊
船
行
事
」。
地
元
の
10
～
14
歳

の
子
ど
も
達
が
、
竹
や
わ
ら
で
作
っ
た
長
さ
５
～
７

㍍
の
精
霊
船
に
供
え
物
を
積
み
、
村
中
の
御
精
霊
を

乗
せ
て
浜
か
ら
海
に
送
り
出
す
。
こ
の
日
、
法
要
が

行
わ
れ
た
後
、
線
香
や
供
え
物
で
飾
り
付
け
ら
れ
た

船
は
、
住
民
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
沖
へ
と
送
り
出
さ

れ
た
。

し
ょ
う
ら
い
ぶ
ね

し
ょ
う
ら
い
ぶ
ね



伊
佐
津
川
河
口
、
高
さ
18
㍍

に
も
な
る
万
灯
籠
が
煌
々

と
光
輝
き
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。

地
元
の
男
た
ち
は
「
わ
っ
し
ょ

い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
叫
び

な
が
ら
万
灯
籠
を
支
え
、
降
り

か
か
る
火
の
粉
を
も
の
と
も
せ

ず
力
強
く
回
転
さ
せ
る
。
川
岸

に
は
家
族
や
地
域
の
人
々
が
押

し
寄
せ
、
声
援
を
送
る
。

江
戸
時
代
中
期
、
ク
ラ
ゲ
の

大
量
発
生
で
漁
に
出
ら
れ
ず
苦

し
ん
だ
漁
民
が
、
海
神
の
怒
り

を
鎮
め
る
た
め
に
始
め
た
と
伝
わ
る
こ

の
伝
統
行
事
。
胸
ま
で
水
に
つ
か
っ
た

状
態
で
大
き
な
万
灯
籠
を
支
え
る
だ
け

で
も
難
し
い
な
か
、
力
を
合
わ
せ
て
回

転
さ
せ
る
。
今
年
は
例
年
を
は
る
か
に

上
回
る
15
回
以
上
も
回
転
。
最
後
は
男

が
万
灯
籠
に
よ
じ
登
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
迎
え
る
。
今
も
漁
業
者
の
多
い

吉
原
で
、
豊
漁
へ
の
祈
り
が
今
年
も
盆

の
空
へ
と
届
け
ら
れ
た
。



私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　　　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
大
正

９
年
の
調
査
開
始
以
来
、
日
本
全
体
の
人
口

は
初
め
て
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。本
市
も
例

外
で
は
な
く
、
今
後
も
当
面
は
平
成
２
年
の

国
勢
調
査
以
降
続
い
て
い
る
人
口
減
少
は
続

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、少
子
高
齢
化

や
働
き
手
の
不
足
、
地
方
の
過
疎
化
な
ど
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、国
で
は「
地
方
消

滅
」
と
い
う
言
葉
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
な
ど
情
報
化
社
会
は
大
き
く
進
展

し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
非
常
に
便
利
で
豊

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
20
年
か
ら
30

年
を
振
り
返
っ
て
も
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

用
い
た
連
絡
手
段
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
収
集
や
買
い
物
な
ど
、
社
会
が
大
き
く

様
変
わ
り
し
た
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
社
会
や

私
た
ち
の
生
活
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

元
気
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

　　　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
あ
ふ
れ
る
情
報
を

見
つ
け
分
析
し
て
い
た
時
代
か
ら
、「
Ｉ
ｏ

Ｔ
」（
自
動
車
や
家
電
な
ど
の
身
の
回
り
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
る
）
い
わ
ゆ
る
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
膨
大
な
デ
ー
タ
を
集
積
し
解
析
す
る

こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
情
報
を

効
率
的
に
共
有
す
る
の
で
、
今
ま
で
に
な
い

新
た
な
発
見
や
価
値
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
人
口
知
能

「
Ａ
Ｉ
」
で
必
要
な
情
報
が
必
要
な
時
に
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
車
の

自
動
運
転
、農
業
の
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
の
技
術
で
、

少
子
高
齢
化
、
地
方
の
過
疎
化
な
ど
の
課
題

を
克
服
す
る
な
ど
、
技
術
の
進
歩
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
・
生
活
の
変
化
や
時
代

の
潮
流
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
直
面
す
る
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
実

No.58

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

　
　
　

思
い
描
く
元
気
な
ま
ち
「
ま
い
づ
る
」

シリーズ

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
⑧

特別編

次
期
総
合
計
画
策
定
ま
で
を
、年
間
を
通
し
て
お
伝
え
す
る「
シ
リ
ー

ズ 

市
政
の
『
今
』
特
別
編
」。今
回
は
、
現
行
計
画
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、総
合
計
画
審
議
会
か
ら
の
答
申
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
た
次
期

計
画
に
関
す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
伝
え
し
ま
す
。

次代を担う若者や子どもたちに夢と希望を、
お年寄りには感謝を

まちづくりの基本理念
（すべての政策・施策の根底に流れる基本的な考え方）

基本構想
まちづくりの基本的な考え方

（基本目標や戦略）
実行計画

基本構想を実現するための
具体的な施策や事業

舞鶴市総合計画

各施策 （具体的な取り組み）を検討するにあたり留意すべき事項

市民 （事業所） が
元気に結びつく

まちづくり

多様な連携による
持続可能な
まちづくり

多様な人口指標を
意識した

まちづくり
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施
し
、「
元
気
な
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
、市

だ
け
で
な
く
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
将
来
の
舞
鶴
市
に
お
け
る
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、
議
論
し
有
効
な
施
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

　　　
次
期
総
合
計
画
の
策
定
で
は
、
右
上
図
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
「
次
代
を
担
う
若

者
や
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
、
お
年
寄

り
に
は
感
謝
を
」を
全
て
の
政
策
・
施
策
の
根

底
に
流
れ
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、
本
市

で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
達
が
地
域
へ
の
愛

着
、誇
り
を
持
て
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

お
年
寄
り
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
立
し
安

心
し
た
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
次
の
３
点

を
心
掛
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▪
市
民（
事
業
所
）が
元
気
に
結
び
つ
く

ま
ち
づ
く
り

　　
ま
ち
の
主
役
は
市
民
や
地
域
、
事
業
所
で

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
し
、連
携
し
、結
び

つ
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。市

は
努
力
す
る
市
民・地
域・事
業
所
の
活
動
を

応
援
し
、
困
っ
て
い
る
市
民
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
割
を
担
い
ま
す
。

▪
多
様
な
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

　
人
口
減
少
時
代
こ
そ
選
択
と
集
中
・
分
担

と
連
携
が
重
要
で
、
京
都
府
北
部
地
域
連
携

都
市
圏
の
よ
う
な
広
域
連
携
で
取
り
組
む
地

方
創
生
や
民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
、

民
間
主
導
と
い
っ
た
官
民
連
携
の
ほ
か
、
大

学
な
ど
と
連
携
す
る
産
学
官
な
ど
多
様
な
連

携
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▪
多
様
な
人
口
指
標
を
意
識
し
た

ま
ち
づ
く
り

　
ま
ち
の
活
力
は
人
口
に
比
例
し
ま
す
。こ

の
地
域
に
住
む「
定
住
人
口
」の
減
少
抑
制
を

は
じ
め
、市
外
か
ら
の
観
光
客
な
ど
の「
交
流

人
口
」
や
舞
鶴
を
選
び
移
り
住
ん
で
く
れ
る

「
移
住
人
口
」、
舞
鶴
を
思
う
人「
関
係
人
口
」

の
数
な
ど
の
多
様
な
人
口
指
標
を
意
識
し
、

こ
れ
ら
の
人
々
と
一
緒
に
協
力
す
る
こ
と
で

施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　　
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
を
念
頭
に
置

き
今
後
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体

的
な
施
策
や
事
業
な
ど
の
実
行
計
画
の
策
定

を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲中学生まちづくり議会説明会で多 見々市長の話を聞く中学生 ▲ 「サロン de すとれっち」でいつまもでも健康に過ごせるように

▲日本海側の海の玄関口、京都舞鶴港 （五老ヶ岳公園より）
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国
に
よ
る
西
舞
鶴
道
路
の
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
。
西
舞
鶴
道
路
は
上
安
〜
京
田
を
結

ぶ
４・９
㌔
の
道
路
で
、
西
市
街
地
の
交
通
混

雑
の
緩
和
や
京
都
舞
鶴
港
と
舞
鶴
若
狭
自
動

車
道
と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
目
的
と
し
た
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
道
路
で
す
。

　
ま
た
、
京
都
府
が
進
め
る
府
道
小
倉
西
舞

鶴
線
（
白
鳥
街
道
）
の
拡
幅
工
事
、
市
が
進

め
る
市
道
引
土
境
谷
線
の
整
備
と
併
せ
て
市

内
の
道
路
網
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

土木の今

道路整備が進められている倉谷地区 （４月12日に撮影）

  道路側溝を設置（倉谷地区）

進
む
、
国
道
27
号
西
舞
鶴
道
路
建
設

82018 広報まいづる 9月号



土木の今

　
国
道
27
号
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
時
に
西

市
街
地
の
主
要
な
交
差
点
を
中
心
に
慢

性
的
な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

西
舞
鶴
道
路
の
整
備
に
よ
り
交
通
が
分

散
さ
れ
、
交
通
混
雑
の
緩
和
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
国
道
27
号
は
、
渋
滞
に
よ
る
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
西
舞
鶴
道
路
の
整

備
に
よ
り
現
在
の
国
道
27
号
の
交
通
量
が

減
少
し
、
交
通
安
全
性
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
西
舞
鶴
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
と
市
街
地
の
ア
ク
セ
ス

が
強
化
さ
れ
、
観
光
客
数
の
増
加
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
臨
港
道
路
上
安
久
線

の
整
備
に
よ
り
日
本
海
側
の
拠
点
港
の

京
都
舞
鶴
港
と
つ
な
が
り
、
物
流
面
で
の

機
能
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
混
雑
の
緩
和

交
通
安
全
性
の
向
上

観
光
・
物
流
面
で
の
機
能
強
化

西
舞
鶴
道
路
の
効
果

工
事
見
学
会
を
開
催

　
昨
年
12
月
に
は
、
次
世
代
の
担
い
手
確
保

を
目
的
に
、
城
北
中
学
校
の
生
徒
に
倉
谷
地

区
で
の
工
事
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
は
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
大
規
模
な
工
事
現
場
と
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
測
量
、
施
工
の
実
演
を
見
学
し
ま

し
た
。

［西舞鶴道路の概要］
　道路延長／ 4.9㌔㍍　

　区　　間／上安〜京田

　車 線 数／４車線　　  

　標準幅員／ 23.25㍍　（土工部）

上安

城東

倉谷

府道小倉西舞鶴線
整備区間

臨港道路上安久線
整備区間

市道引土境谷線
整備区間

国道 27号
西舞鶴道路

境谷

七日市

万願寺

今田

舞鶴若狭自動車道

京田

西舞鶴駅

真倉駅

上安久

舞鶴西 IC

175

27

27

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

123

歩道部の土留め擁壁にメッセージを書く
城北中の生徒（倉谷工事見学会）

市でも看板を設置し、西舞鶴道路事業をＰＲ（京田地区）

西舞鶴道路の下に歩行者が通るボックスを建造（京田地区）

用
地
取
得
・
工
事
が
進
む

　
工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
事
業
用

地
の
取
得
率
が
６
月
末
時
点
で
約
67
㌫
（
面

積
比
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
城
東
、
倉
谷
、
伊
佐
津
、

七
日
市
、
京
田
の
各
地
区
で
、
地
盤
改
良
工

事
や
盛
土
工
事
、
山
切
り
工
事
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
市
で
は
、
引
き
続
き
国
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
西
舞

鶴
道
路
の
早
期
の

完
成
を
目
指
し
て
、

用
地
取
得
な
ど
の

事
業
を
進
め
ま
す
。

西舞鶴道路の位置図
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医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
仕

事
が
体
験
で
き
る
医
療
現
場
体
験
イ
ベ

ン
ト「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ビ
ン
チ
」
の
操
作
を
体
験

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

▲ダビンチを操作する参加者

ル
２
」が
８
月
５
日
、舞
鶴
共
済
病
院
で

行
わ
れ
、市
内
外
の
中
学
生・高
校
生
１

２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
舞
鶴
市
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
あ

た
り
、市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト

手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基

づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
同
条
例
の

素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
た
結

果
、
３
人
か
ら
26
件
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た（
募
集
期
間：５
月
29
日
～
６
月
27

日
）。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
素
案
の
修
正
を

行
う
も
の
が
１
件
、
具
体
的
な
取
り
組

み
に
関
す
る
計
画
で
検
討
す
る
も
の
が

３
件
、
趣
旨
が
す
で
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
も
の
が
４
件
、
市
議
会
の
考
え
方

を
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
も
の
が

14
件
、
案
に
対
す
る
間
接
的
な
意
見
に

対
し
、
市
議
会
の
考
え
方
を
説
明
す
る

も
の
が
４
件
で
し
た
。主
な
意
見
の
概

要
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》素
案
の
概
要
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果

は
、議
会
事
務
局
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
議
会
基
本
条
例
（
素
案
）
に
26
件

市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果

に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
（
☎
66
・

1
0
6
0
）へ
。

京都府総合防災訓練を実施
　京都府と綾部市、舞鶴市、福知山市が主催する京都
府総合防災訓練を綾部市で開催。同訓練は、防災関係
機関の連携強化と地域住民の防災意識を高めるため
に実施するもので、市も一部訓練に参加します。
　また、防災展示や体験コーナーも実施。

【日時】９月２日㈰10時～12時
【場所】綾部市総合運動公園
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎66・1089）へ。

《 寄せられた主な意見の概要と市議会の考え方 》

意見の概要 市議会の考え方
素案の修正を行うもの
全体に「市勢」と「市政」とい
う同じ読みの言葉が出てきてお
り、意味はそれぞれあるが、混
同される可能性もあるため、分
かりやすい表現にできないか。

意図するところを端的に表現するため、こ
のような書きぶりとしております。検討の
結果、条例の規定は素案どおりといたしま
すが、前文の「趣旨及び考え方」に、「市勢」
及び「市政」の解説を追加します。

趣旨がすでに盛り込まれているもの
市議会に提案されている重要議
案は率先して公開し、市民の意
見を聴くことが必要。また、提
案されている議案は市民からの
求めに応じ採決前にでも公開す
ることを求める。条例にも明示
するべき。

情報の公開と市民意見の聴取については、
議会の活動の原則、議員の活動の原則、広
報及び広聴の充実、市民の参画等の条項に
おいて、重ねて記載しております。
なお、議会に提案された議案は、その日の
うちに、議会ホームページに掲載するとと
もに、市政情報コーナー等に配架し、市民
の皆さんに御覧いただける状態としている
ところです。

市議会の考え方を説明し、御理解いただくもの
抽象的な議会用語の羅列で、具
体的な議会の施策が見えてこな
い。「趣旨及び考え方」におい
て説明するなど、具体性を持た
せるべき。

前文で議会改革の理念と目指すべき目標、
その実現に向けた議会の決意を宣言し、条
例本文ではそのために必要な基本的事項を
定めております。その上で、これを実現す
るための具体的な取組については、条例に
も明記しておりますとおり、議員の任期を
計画期間とする実行計画を策定し、実施す
ることとしております。

▲採血実習を体験 ▲手術室で電気メスの操作を体験

▲手術支援ロボット「ダビンチ」

　
医
療
の
現
場
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
、将

来
、
地
域
医
療
の
現
場
で
活
躍
し
て
も

ら
う
人
材
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、

市
と
地
域
医
療
推
進
協
議
会
が
開
催
。　

会
場
で
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
９
種

の
部
門
の
仕
事
を
紹
介
。そ
れ
ぞ
れ
患

者
の
命
を
救
う
た
め
の
業
務
（
ミ
ッ
シ

ョ
ン
）が
用
意
さ
れ
、業
務
体
験
や
医
療

機
器
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。看

護
部
で
は
脈
拍・血
圧
測
定
、採
血
の
ほ

か
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
実
施
。医

師
部
門
で
は
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ

ビ
ン
チ
」の
操
作
体
験
も
行
わ
れ
、参
加

者
た
ち
は
医
療
の
最
先
端
を
体
験
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
《
地
域
医
療
課
》

連 載

　
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
仕

事
が
体
験
で
き
る
医
療
現
場
体
験
イ
ベ

ン
ト「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ビ
ン
チ
」
の
操
作
を
体
験

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

▲ダビンチを操作する参加者

ル
２
」が
８
月
５
日
、舞
鶴
共
済
病
院
で

行
わ
れ
、市
内
外
の
中
学
生・高
校
生
１

２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
舞
鶴
市
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
あ

た
り
、市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト

手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基

づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
同
条
例
の

素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
た
結

果
、
３
人
か
ら
26
件
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た（
募
集
期
間：５
月
29
日
～
６
月
27

日
）。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
素
案
の
修
正
を

行
う
も
の
が
１
件
、
具
体
的
な
取
り
組

み
に
関
す
る
計
画
で
検
討
す
る
も
の
が

３
件
、
趣
旨
が
す
で
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
も
の
が
４
件
、
市
議
会
の
考
え
方

を
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ
く
も
の
が

14
件
、
案
に
対
す
る
間
接
的
な
意
見
に

対
し
、
市
議
会
の
考
え
方
を
説
明
す
る

も
の
が
４
件
で
し
た
。主
な
意
見
の
概

要
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》素
案
の
概
要
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果

は
、議
会
事
務
局
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
議
会
基
本
条
例
（
素
案
）
に
26
件

市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果

に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
（
☎
66
・

1
0
6
0
）へ
。

京都府総合防災訓練を実施
　京都府と綾部市、舞鶴市、福知山市が主催する京都
府総合防災訓練を綾部市で開催。同訓練は、防災関係
機関の連携強化と地域住民の防災意識を高めるため
に実施するもので、市も一部訓練に参加します。
　また、防災展示や体験コーナーも実施。

【日時】９月２日㈰10時～12時
【場所】綾部市総合運動公園
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎66・1089）へ。

《 寄せられた主な意見の概要と市議会の考え方 》

意見の概要 市議会の考え方
素案の修正を行うもの
全体に「市勢」と「市政」とい
う同じ読みの言葉が出てきてお
り、意味はそれぞれあるが、混
同される可能性もあるため、分
かりやすい表現にできないか。

意図するところを端的に表現するため、こ
のような書きぶりとしております。検討の
結果、条例の規定は素案どおりといたしま
すが、前文の「趣旨及び考え方」に、「市勢」
及び「市政」の解説を追加します。

趣旨がすでに盛り込まれているもの
市議会に提案されている重要議
案は率先して公開し、市民の意
見を聴くことが必要。また、提
案されている議案は市民からの
求めに応じ採決前にでも公開す
ることを求める。条例にも明示
するべき。

情報の公開と市民意見の聴取については、
議会の活動の原則、議員の活動の原則、広
報及び広聴の充実、市民の参画等の条項に
おいて、重ねて記載しております。
なお、議会に提案された議案は、その日の
うちに、議会ホームページに掲載するとと
もに、市政情報コーナー等に配架し、市民
の皆さんに御覧いただける状態としている
ところです。

市議会の考え方を説明し、御理解いただくもの
抽象的な議会用語の羅列で、具
体的な議会の施策が見えてこな
い。「趣旨及び考え方」におい
て説明するなど、具体性を持た
せるべき。

前文で議会改革の理念と目指すべき目標、
その実現に向けた議会の決意を宣言し、条
例本文ではそのために必要な基本的事項を
定めております。その上で、これを実現す
るための具体的な取組については、条例に
も明記しておりますとおり、議員の任期を
計画期間とする実行計画を策定し、実施す
ることとしております。

▲採血実習を体験 ▲手術室で電気メスの操作を体験

▲手術支援ロボット「ダビンチ」

　
医
療
の
現
場
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
、将

来
、
地
域
医
療
の
現
場
で
活
躍
し
て
も

ら
う
人
材
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、

市
と
地
域
医
療
推
進
協
議
会
が
開
催
。　

会
場
で
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
９
種

の
部
門
の
仕
事
を
紹
介
。そ
れ
ぞ
れ
患

者
の
命
を
救
う
た
め
の
業
務
（
ミ
ッ
シ

ョ
ン
）が
用
意
さ
れ
、業
務
体
験
や
医
療

機
器
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。看

護
部
で
は
脈
拍・血
圧
測
定
、採
血
の
ほ

か
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
実
施
。医

師
部
門
で
は
、手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ

ビ
ン
チ
」の
操
作
体
験
も
行
わ
れ
、参
加

者
た
ち
は
医
療
の
最
先
端
を
体
験
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
《
地
域
医
療
課
》
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市
内
の
児
童
が
使
節
団
と
交
流

大
連
市
少
年
使
節
団
が
来
訪

　
　

　
友
好
都
市
・
大
連
市（
中
国
）か
ら

大
連
市
少
年
使
節
団（
李
軍
団
長
、23

人
）
が
８
月
１
日
～
５
日
に
来
訪
し

ま
し
た
。

▲お手玉で交流

引
揚
記
念
館
で
児
童
・
生
徒
と
交
流

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
駐
日
大
使
が
来
訪

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、本▲児童の質問に答えるファジロフ大使

９
月
６
日
～
８
日　
舞
鶴
で
若
者
1
0
0
人
会
議

学
生
の
感
性
で
舞
鶴
を
Ｐ
Ｒ

　
関
西
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
学
生
が
、
舞
鶴
の
魅
力
を
発

信
す
る「
若
者
１
０
０
人
会
議
」が
９

月
６
日
㈭
～
８
日
㈯
に
か
け
て
舞
鶴

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
同
会
議
は
、
究き
わ
も
の

極
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
も
の

で
、
学
生
た
ち
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
市
内
各
地
域
を
回
り
、
地
域

の
課
題
を
見
つ
け
、
問
題
提
起
や
解

決
策
を
考
え
発
表
。併
せ
て
、発
見
し

た
舞
鶴
の
魅
力
を
随
時
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
）
な
ど
を
使
っ
て
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

　

学
生
１
人
あ
た
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

平
均
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
約
７
０
０
人
。

1
0
0
人
が
舞
鶴
を
訪
れ
る
こ
と

工
場
増
設
に
伴
い
土
地
売
買
契
約
を
締
結

喜
多
工
業
団
地
の
土
地
を
活
用

　
市
と
市
土
地
開
発
公
社
は
、
船
舶
用

部
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
和
幸
産
業

　
２
日
に
は
、
与
保
呂
小
学
校
を
訪

問
。け
ん
玉
や
コ
マ
、
お
は
じ
き
、
折

り
紙
な
ど
の
日
本
伝
統
の
遊
び
を
一

緒
に
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
舞
鶴
側
か
ら

獅
子
舞
や
合
唱
、大
連
側
か
ら
京
劇
、

伝
統
楽
器
の
合
奏
、
ダ
ン
ス
を
披
露

し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問

し
た
後
、
赤
れ
ん
が
博
物
館
な
ど
を

見
学
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
大
連
市
と
の
交
流
は
平
成
４
年
か

ら
両
市
が
交
互
に
使
節
団
を
派
遣
し

て
い
る
も
の
で
、
大
連
市
か
ら
の
訪

問
は
今
回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
　

 《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

で
約
7
万
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
舞
鶴

の
情
報
が
拡
散
し
ま
す
。

　
６
日
・７
日
に
は
、学
生
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
感
性
を
持
っ
て
市
内
で

活
動
し
ま
す
。期
間
中
に
学
生
の
皆

さ
ん
を
見
か
け
た
と
き
は
ぜ
ひ
取
材

や
情
報
提
供
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
詳
し
く
は
、
究
極
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会（
移
住
・
定
住
促
進
課

内
、☎
66・1
0
8
5
）へ
。

▲昨年の活動の様子

株
式
会
社（
神
戸
市
）と
同
社
工
場（
喜

多
）
の
増
設
に
伴
う
土
地
売
買
契
約
を

７
月
24
日
に
締
結
し
ま
し
た
。市
役
所

で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
多
々
見
市

長
、
西
嶋
久
勝
・
土
地
開
発
公
社
副
理

事
、竹
中
和
雄・和
幸
産
業
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
が
契
約
書
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。締
結
し
た
土
地
の
敷
地
面

積
は
約
１
万
平
方
㍍
で
、
ア
ル
ミ
溶
接

工
場
や
塗
装
工
場
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
も
企
業
誘
致
活

動
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
経
済
の
安

定
的
成
長
と・経
済
規
模
の
拡
大
、雇
用

の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

   　

 《
企
業
立
地・雇
用
促
進
課
》

市
で
の
レ
ス
リ
ン
グ
と
柔
道
の
事
前

合
宿
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
フ
ァ
ジ
ロ
フ
・
ガ
イ
ラ
ト

駐
日
特
命
全
権
大
使
が
７
月
25
日
、

舞
鶴
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
大
使
は
市
役
所
を
訪
れ

多
々
見
市
長
を
表
敬
訪
問
。

　
そ
の
後
、引
揚
記
念
館
を
訪
れ
、シ

ベ
リ
ア
抑
留
の
資
料
を
見
学
し
た
ほ

か
、市
内
の
高
校
生
や
レ
ス
リ
ン
グ
・

柔
道
教
室
の
児
童
・
生
徒
た
ち
と
両

国
に
関
す
る
質
問
や
意
見
交
換
な
ど

行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

《
２
０
２
０
東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
本
部
》

連 載まいづるトピックス

市
内
の
児
童
が
使
節
団
と
交
流

大
連
市
少
年
使
節
団
が
来
訪

　
　

　
友
好
都
市
・
大
連
市（
中
国
）か
ら

大
連
市
少
年
使
節
団（
李
軍
団
長
、23

人
）
が
８
月
１
日
～
５
日
に
来
訪
し

ま
し
た
。

引
揚
記
念
館
で
児
童
・
生
徒
と
交
流

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
駐
日
大
使
が
来
訪

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、本▲児童の質問に答えるファジロフ大使

　
関
西
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
学
生
が
、
舞
鶴
の
魅
力
を
発

信
す
る「
若
者
１
０
０
人
会
議
」が
９

月
６
日
㈭
～
８
日
㈯
に
か
け
て
舞
鶴

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
同
会
議
は
、
究き
わ
も
の

極
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
も
の

で
、
学
生
た
ち
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
市
内
各
地
域
を
回
り
、
地
域

の
課
題
を
見
つ
け
、
問
題
提
起
や
解

決
策
を
考
え
発
表
。併
せ
て
、発
見
し

た
舞
鶴
の
魅
力
を
随
時
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
）
な
ど
を
使
っ
て
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

　

学
生
１
人
あ
た
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

平
均
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
約
７
０
０
人
。

1
0
0
人
が
舞
鶴
を
訪
れ
る
こ
と

工
場
増
設
に
伴
い
土
地
売
買
契
約
を
締
結

喜
多
工
業
団
地
の
土
地
を
活
用

　
市
と
市
土
地
開
発
公
社
は
、
船
舶
用

部
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
和
幸
産
業▲左から多々見市長、竹中社長、西嶋副理事長

　
２
日
に
は
、
与
保
呂
小
学
校
を
訪

問
。け
ん
玉
や
コ
マ
、
お
は
じ
き
、
折

り
紙
な
ど
の
日
本
伝
統
の
遊
び
を
一

緒
に
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
舞
鶴
側
か
ら

獅
子
舞
や
合
唱
、大
連
側
か
ら
京
劇
、

伝
統
楽
器
の
合
奏
、
ダ
ン
ス
を
披
露

し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　
３
日
に
は
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問

し
た
後
、
赤
れ
ん
が
博
物
館
な
ど
を

見
学
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
大
連
市
と
の
交
流
は
平
成
４
年
か

ら
両
市
が
交
互
に
使
節
団
を
派
遣
し

て
い
る
も
の
で
、
大
連
市
か
ら
の
訪

問
は
今
回
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
　

 《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

で
約
7
万
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
舞
鶴

の
情
報
が
拡
散
し
ま
す
。

　
６
日
・７
日
に
は
、学
生
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
感
性
を
持
っ
て
市
内
で

活
動
し
ま
す
。期
間
中
に
学
生
の
皆

さ
ん
を
見
か
け
た
と
き
は
ぜ
ひ
取
材

や
情
報
提
供
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
詳
し
く
は
、
究
極
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会（
移
住
・
定
住
促
進
課

内
、☎
66・1
0
8
5
）へ
。

▲昨年の活動の様子

株
式
会
社（
神
戸
市
）と
同
社
工
場（
喜

多
）
の
増
設
に
伴
う
土
地
売
買
契
約
を

７
月
24
日
に
締
結
し
ま
し
た
。市
役
所

で
行
わ
れ
た
調
印
式
で
は
、
多
々
見
市

長
、
西
嶋
久
勝
・
土
地
開
発
公
社
副
理

事
、竹
中
和
雄・和
幸
産
業
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
が
契
約
書
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。締
結
し
た
土
地
の
敷
地
面

積
は
約
１
万
平
方
㍍
で
、
ア
ル
ミ
溶
接

工
場
や
塗
装
工
場
の
建
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
も
企
業
誘
致
活

動
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
経
済
の
安

定
的
成
長
と・経
済
規
模
の
拡
大
、雇
用

の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

   　

 《
企
業
立
地・雇
用
促
進
課
》

市
で
の
レ
ス
リ
ン
グ
と
柔
道
の
事
前

合
宿
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
フ
ァ
ジ
ロ
フ
・
ガ
イ
ラ
ト

駐
日
特
命
全
権
大
使
が
７
月
25
日
、

舞
鶴
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
大
使
は
市
役
所
を
訪
れ

多
々
見
市
長
を
表
敬
訪
問
。

　
そ
の
後
、引
揚
記
念
館
を
訪
れ
、シ

ベ
リ
ア
抑
留
の
資
料
を
見
学
し
た
ほ

か
、市
内
の
高
校
生
や
レ
ス
リ
ン
グ
・

柔
道
教
室
の
児
童
・
生
徒
た
ち
と
両

国
に
関
す
る
質
問
や
意
見
交
換
な
ど

行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

《
２
０
２
０
東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
本
部
》

▲コマやけん玉、折り紙で交流
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市では、言語としての手話の普及を進めるとともに、障害の
特性に応じたコミュニケーション手段があること、その利用の
促進のための基本的な事項を定めた「舞鶴市言語としての手
話の普及及び障害の特性に応じたコミュニケーション手段の
利用の促進に関する条例」を６月29日に制定しました。障害の
特性に応じたコミュニケーション手段とは、手話、要約筆記、点
字、音訳、代筆、代読、触手話、平易な表現、そのほか障害者が日
常生活や社会生活で必要とする意思疎通の手段のことです。

障害のある人もない人も互いに助け合い、共に暮らしてい
ける共生社会を実現するため手話言語の普及と障害の特性に
応じたコミュニケーション手段の普及に取り組みます。
〈パブリック・コメント手続制度の結果〉条例骨子（案）に対し、市
パブリック・コメント手続制度に基づいて意見を募集した結果、
30人から68件の提出がありました。（募集期間：３月30日～４
月28日）。寄せられた意見は、意見を踏まえ、素案の修正等を行
うものが７件、意見を踏まえその趣旨を今後の施策に反映させ
ていくものが37件、意見の趣旨がすでに素案に盛り込まれて
いるものが３件、素案に対する市の考え方を説明し、ご理解い
ただくものが21件でした。
〈閲覧できます〉条例の内容や市パブリック・コメント手続制度
の結果は、障害福祉・国民年金課、市政情報コーナーで閲覧で
きます。市ホームページにも掲載。
▶詳しくは、障害福
祉・国民年金課（☎
66・1033、ＦＡＸ62・
7957）へ。

手話言語の普及と障害の特性に応じた
コミュニケーション

６月29日に条例を制定 ９月23日は手話言語の国際デー

コミュニケーションは、伝えたい思いと伝える手段の２つからなっ
ています。日常的な会話であれば言葉を声に出して伝え合い、仕事上
のやり取りなどでは文書を作ることもあれば、外国人に道を尋ねられ
れば英単語や身振り手振りで何とか伝えようとします。このように、私
たちは日常的にさまざまなコミュニケーション手段を選んで使い分け
ています。一方で「子どもが使う若者言葉の意味が分からない」「料理
に挑戦しようとしたが「適量」としか書いておらず基準がわからない
……」など、伝える手段の選び方やその使い方によっては思いがうま
く伝わらないこともあります。

「伝え方」でつながる思いがある
─ 手話言語の普及と障害の特性に応じたコミュニケーション ─

障害のある人とのコミュニケーションも、特別なことではありませ
ん。たくさんあるコミュニケーション手段の中で苦手なものや使えな
いものがあるだけなのです。

市では、障害の有無にかかわらず誰もがお互いの意思や感情を伝
え合うことができる社会の実現を目指しています。相手の困っている
ことに気付き、少しの工夫と思いやりで、伝わる思いがあります。皆さ
んも、伝わるための「少しの工夫」に取り組んでみてください。

《障害福祉・国民年金課》

手話は、音声ではなく手や指、体などの動きや表情を使う
独自の語

ご い
彙や文法体系を持ち、ろう者にとって生活を営む

ために必要不可欠な言語です。
日本において手話は、明治時代にできた「京都盲

もうあいん
唖院」な

どの教育機関を中心に言葉として確立され広がっていきま
した。

これに対し、聴覚障害があっても発声や読話（いわゆる読
唇術）を訓練し、口で会話する「口話法」を重視し、世界各国
の教育機関で手話が排除された時代がありました。

この間も手話はろう者にとっては、大切な言葉として、受
け継がれてきました。

その後、国際連合で採択された障害者の権利に関する条
約で手話も言語に含まれることが規定され、ろう教育は音
声言語、書記言語、そして手話言語と全ての言語を受け入
れることが決まりました。

こうした歴史を踏まえ国際連合は昨年、9月23日を
「International Day of Sign Languages(仮訳：手話言語の
国際デー)と宣言する決議を採択し「手話言語の国際デー」
と定めました。この日は、世界ろう連盟が誕生した日でもあ
り、同連盟が国連加盟国に働きかけたことで日本を含む半
数を超える９８か国が共同提案者となり、無投票で承認さ
れました。これにより、手話言語が音声言語と対等であるこ
とを認め、ろう者の人権が完全に保障されるよう社会全体
で、手話言語についての意識を高めるための活動を推進す
ることを決めました。

▲手話言語普及のための手話教室
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外見などからはわからなくてもコミュ
ニケーションに苦手な部分がある「発達障
害」は、自閉症やアスペルガー症候群、学
習障害（ＬＤ）、注意欠如・多動性障害（ＡＤ
ＨＤ）、その他これに類する脳の一部の機
能障害です。発達障害の場合、知能は健常
者と同等でも、特定の事柄や分野に苦手な
ことがあり、障害の程度や環境などによっ
ても症状はさまざまです。そのため、症状
に気付かず大人になってから診断を受け
る人もいます。
「あの人は空気が読めない・要領が悪い」

などと悪い印象を受けるかもしれませんが、
伝え方や指示の仕方の工夫次第でうまく伝
わったり行動してもらうことができます。

視覚障害のある人に対して「右上」
「斜め下」などあいまいな言い方では
伝わりにくいこともあります。卓上に
置いた物の場所などを時計の文字盤
に例えて、どこに何があるのかを伝え
る「クロックポジション」ならより具体
的な位置がわかります。

外見から分かりにくい障害　-発達障害-伝わる工夫
クロックポジション

手話言語と障害者のコミュニケーション

市村  由希子 さん

京都府聴覚障害者協会　　
舞鶴支部事務局長

生後９か月の時に原因不明の高熱が続き熱が下がった
ときには耳が聞こえなくなっていました。

普段は、口の形を読んだり単語の手話を使用します。子
どもとのコミュニケーションはその様子から読み取った
り、学校でのことは、先生とノートを介してやりとりしてい
ます。また、ママ友がその場の状況を携帯を使って、文字
で伝えてくれるので、とても助かっています。保育所・学
校などで、手話通訳の派遣などにも理解が進んできてい
ることは嬉しく思っています。

一方で、通信販売の長期契約などの申し込みはイン
ターネットやメールでできるのに対し、解約は「電話で」か
つ「本人の音声で」と決められているようなものも多く、こ
ういった不自由が解消されてほしいと思っています。

災害時など、みんなで協力することが必要なときに、状
況を伝えてもらえると、自分たちも協力することができる
ようになります。そのためにも簡単な手話でいいのでよ
り多くの人に広まってほしいと感じています。

もっと誰にもやさしい世の中へ

例：３時の方向にみそ汁があります

▪例：あいまいな表現が苦手です
「それちょっと急ぎ目でお願いします」
→「〇〇の支払処理を〇時までに済ま

せてください」
▪例：スケジュールの管理が苦手です
「締め切り間近の事務があっても手元に
あった雑務を優先してしまう」
→やってほしい事柄を指定し、最優先で

やってもらうよう伝える
▪その他
❖予定の変更など、急な変化が苦手です
❖物事のやり方や手順にこだわりやルール

を持っている場合があります

私の仕事は、障害のある人が生活をしやすいよう、
いろいろな制度を使ってサポートをすることです。

この職場に異動して間もなかったある日、体調を崩
したため、マスクを付けて仕事をしていました。する
と、ある行事で一度お話ししたことのあるお客様が窓
口に来られたので「お元気ですか？」とごあいさつを
しました。ところが、首をかしげて「何を言っているの
か分からない」とおっしゃられました。

そのときはじめて、その方が聴覚に障害があり、こ
ちらの口の動きだけで、話す内容を理解されていた
ということに気付きました。

窓口に来られる人が困っている内容はそれぞれ異
なります。

そのことがあって以降、誰かとコミュニケーション
をとるときには、その人にあった工夫や方法を考え、
だれに対しても気持ちよく意思疎通がとれるように
心掛けています。

中嶋  健太 さん

舞鶴市役所
障害福祉・国民年金課

1人ひとりにオーダーメイドの市民サービス

0102
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　東京丹後人会とは1889年に設立され、首都圏に在住で
京都府北部・丹後にゆかりのある人の親睦と交流を深め
る団体です。毎年行われる総会・懇親会では、旧知の人と
の出会いや懐かしい丹後特産品などを提供しています。
今年の総会・懇親会は下記のとおり行います。首都圏在住
の親戚や知人にお知らせください。
　詳しくは、同会ホームページ（右コードから
アクセス可）でご確認を。

【日時】10 月 27 日㈯ 11 時 30 分～ 14 時 30 分
　　　 （受け付けは 11 時から）

【場所】フジテレビ本社 18 階レストラン「ＤＡＩＢＡ」
　　   （東京都港区）

【問い合わせ先】東京丹後人会事務局（☎ 03・5391・2285）

東京丹後人会総会にご協力を
敬老の日のお祝い

　９月17日㈷の敬老の日を中心に、長年にわたって社会に貢献
してこられた高齢者を敬い、お祝いします。

【白寿（99 歳）のお祝い】白寿を迎えられた 53 人の皆さん（大正
8 年４月１日～９年３月 31 日生まれ）にお祝いの品を贈ります。

【米寿（88 歳）のお祝い】米寿を迎えられた 509 人（昭和 5 年生
まれ）の皆さんにお祝いの品を贈ります。

【その他】いずれも平成 30 年８月１日現在。地域ごとに敬老行事も
実施されます。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎66・1013）へ。

インスタで舞鶴の魅力を発信中

　inｓtagramに、市の公式アカウントを作成し、８月から運用を開始。
観光地やイベントなどの非日
常的な様子に限らず、ありふ
れた日常やまちの風景を「味
のある・ＳＮＳ映えする」写真
で発信します。投稿するとき
にはハッシュタグ「♯ｍｙま
いづる」を付けて発信。皆さ
んもお気に入りの舞鶴写真を
投稿するときには、ぜひ「♯
ｍｙまいづる」を付けて投稿し
てください。
▶詳しくは、広報広聴課（☎
66・1041）へ。

区分 主な施設 応募説明会 担当課

スポーツ施設

東舞鶴公園（野球場、テニスコート、陸上競技場、弓道場など）

９月 11 日㈫ 10 時 30 分 スポーツ振興課（☎ 66・1058）
土木課（☎ 66・1053）

舞鶴文化公園（体育館、プール、多目的施設など）
泉源寺公園（多目的施設など）
前島みなと公園（テニスコートなど）
伊佐津川運動公園（グラウンド、テニスコートなど）
東体育館

市民活動施設 西市民プラザ ９月 11 日㈫ 13 時 地域づくり支援課（☎ 66・1073）
勤労者福祉施設 勤労者福祉センター ９月 11 日㈫ 14 時 30 分 企業立地・雇用促進課（☎ 66・1021）
商工観光施設 商工観光センター ９月 12 日㈬ 10 時 30 分 観光商業課（☎ 66・1024）

野外活動施設 青葉山ろく公園（グリーンスポーツセンター、パターゴルフ場など） ９月 12 日㈬ 13 時 地域づくり支援課（☎ 66・1073）
土木課（☎ 66・1053）

陶芸施設 青葉山ろく公園（陶芸館） ９月 12 日㈬ 14 時 30 分 文化振興課（☎ 66・1019）

スポーツ施設や文化施設など指定管理者を募集

　指定期間満了などにより、スポーツ施設などを管理・運営する指
定管理者を募集 ( 管理・運営開始は平成 31 年 4 月から)。

【募集施設】下表のとおり( 区分ごとに募集 )
【応募対象】法人や団体などのほか、複数の法人・団体による共同事
業体(商工観光施設は市内に事業所がある場合に限る)。個人は不可。

【応募方法】所定の申請書 ( 各施設の担当課に備え付け)に必要書類
を添付し担当課へ持参。施設によって業務内容や応募要件が異なりま
す。募集要項 ( 担当課で配布。市ホームページで閲覧可 ) で確認を。

【募集期間】10 月 10 日㈬まで
▶詳しくは、各施設の担当課へ。

※応募説明会は、いずれも市役所本館で開催（１時間程度）。申し込み不要。

▲８月１日から毎日１枚投稿

秋の全国交通安全運動

　９月21日㈮～30日㈰、「周り見る 心の余裕が 事故防止」をスロー
ガンに秋の全国交通安全運動を実施。１人ひとりが交通ルールの遵
守と正しい交通マナーを実践し、交通事故を防止しましょう。

《運動重点》
❖子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止
❖夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
❖全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
❖飲酒運転の根絶　❖二輪車の交通事故防止

《市交通対策協議会（市民課内）》
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道路や公園などの里親として清掃活動にご参加を

　公共空間の清掃などのボランティア活動を行う「アダプト・プ
ログラムまいづる（環境美化里親制度）」の参加者を随時募集し
ています。

【活動場所】 駅周辺や国道など 14 か所（指定外の場所は相談を）
【内容・対象】
次の活動を実施する個人か団体。
　❖活動区域内で年６回（２か月に１回）程度の散乱ごみ回収
　❖ごみの散乱状況などの情報提供
　❖環境美化に必要な活動

【その他】ごみ袋や清掃用具、ユニフォームを提供。集めたごみは
市が回収。事故などに備えボランティア保険の加入が必要。希望
者には活動区域内に里親の名前を記載したサインボードを設置。

【申し込み方法】 所定の用紙（生活環境課に備え付け）で同課へ。
▶詳しくは、生活環境課（☎66・1005）へ。

土地開発公社所有地の売却

土地開発公社が所有する土地を、９月実施のヤフー官公庁オーク
ションで売却予定。

【受付期間】  ９月３日㈪ 13 時～ 19 日㈬ 14 時
【入札期間】10 月４日㈭ 13 時～ 11 日㈭ 13 時
【落札決定日】10 月 15 日㈪
【物件・予定価格】
　❖宅地…天台新町 48 番、232.31 平方㍍（公募）、991 万円
　❖宅地…天台新町 49 番、232.19 平方㍍（公募）、991 万円
　❖宅地…天台新町 51 番、232.07 平方㍍（公募）、990 万円
　❖宅地…天台新町 52 番、232.10 平方㍍（公募）、991 万円
▶詳しくは、土地開発公社（☎ 78・1191）へ。

赤十字運動へのご協力ありがとうございました

　５～６月にかけて取り組んだ日本赤十字社活動資金募集に656
万4,626円（８月14日現在）が集まりました。寄せられた資金は、
同社の国内外の災害救護活動や救護資器材の整備などに活用さ
れます。
▶詳しくは、福祉企画課（☎66・1011）へ。

市政情報
BOX
住宅・土地統計調査にご協力を

　10月１日㈪に「住宅・土地統計調査」が全国一斉に実施されま
す。この調査は、住宅とそこに居住する世帯の居住状況、世帯
の保有する土地などの実態を把握し、その現状と推移を明らか
にするものです。調査結果は、住生活基本計画、土地利用計画
などの諸施策の企画、立案、評価などの基礎資料として利用さ
れます。
　対象世帯には、京都府知事が任命した調査員が調査書類を９
月中旬から配布。ご理解とご協力をお願いします。
▶詳しくは、総務課（☎66・1044）へ。

平成30年７月豪雨 被災住宅の再建等への補助

【対象者】平成 30 年７月豪雨の被災者で、市内の住居に自ら居住
し、床上浸水以上の被害を受け、り災証明が発行される人。

【対象経費と補助限度額】
①被災住宅の再建等の経費など（持家が対象）

被災区分 建替・購入 補修 賃借
大規模半壊 250 万円 150 万円 100 万円

半壊 150 万円 -
一部損壊・床上浸水 50 万円 -

②清掃費、家具・家電製品購入費等
５万円（ただし①も利用される場合は、①の補助限度額に含みま
す）。
③災害復興住宅融資（建替、購入、補修）の返済に要する経費のう
ち対象融資の貸付実行日から５年以内の利息相当額（対象とな
る融資額は上限あり）。

【申請受け付け】  受け付け中（土・日曜、祝日を除く）
【受け付け場所】都市計画課、西支所、加佐分室
【その他】申請には「り災証明」「住民票」「工事見積書」「契約書」の
添付が必要。工事着手前と完成後の写真が必要。

【問い合わせ先】都市計画課（☎ 66・1048）

市の人口と世帯数
人口  81,284人（-98人）　世帯  34,636帯（-18世帯）

男  40,488人（-78人）　女  40,796人（-20人）　※平成30年８月1日現在の推計人口。（　）内は前月比

15

日　時 内　容 場　所
　９月  ６ 日㈭ 10 時から 本会議（代表質問）

 市議会議場　   　  ７ 日㈮ 10 時から 本会議（一般質問）
　   　10 日㈪ 10 時から 本会議（一般質問、質疑）
　 　  13 日㈭ 10 時から 建　　設

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

　 　  14 日㈮ 10 時から 民生環境
　　   18 日㈫ 10 時から 経済消防 
　　   19 日㈬ 10 時から 総務文教
 　      26 日㈬ 10 時から 予算決算委員会
　10 月３日㈬ 10 時 30 分から 本会議　（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

　開会中の市議会９月定例会の日程は右
表のとおり。いずれも傍聴できます。
定員は本会議が先着各38人、委員会が先
着各15人。
▶詳しくは、議会事務局（☎66・1060）へ。

市議会９月定例会
（予定）

※日程は変更になることがあります。

15



鈴木海
み ほ

峰さん

「二代目」地域おこし協力隊

東京都府中市出身でずっと東京で暮らしてきました。東京で開
催された移住説明会で舞鶴市の担当者に声をかけていただき地域
おこし協力隊に応募。７月に加佐地域へ引っ越してきました。

10 年以上前に大江山の鬼「酒呑童子」の伝説に興味を持ち、
大学でも研究していて府北部にはたびたび訪れていたいました。
ここは私の憧れの地です。着任して間もないのですが、地域の皆
さんの優しい人柄に触れ、安心して活動できそうです。

協力隊として引き継ぐ地域の PR 活動は自分らしさ、強みを生
かしたものにしたいと思っています。民俗文化や伝統行事にも興味があるので集落ごとのお祭りや行事
にも目を向けた催しを企画しようと思っています。

移住希望者への現地案内では、自分の移住体験を伝えて、加佐地域を気に入ってもらいたいです。

加佐地域で３年間暮らしてきた山本さんと、これから加佐
地域に暮らす鈴木さん。それぞれの思いや感じることを話し
てもらいました。
――加佐地域の印象は？――
山本  農家さんへの敬意を強く感じるようになりました。日々
口にしている野菜などがどれだけの手間暇をかけて育てられ

ているかということを肌で感じました。

鈴木  府北部には何度も訪れていましたが、暮らしてみると、道
を間違えて違う集落に行ってしまったり、近くに何でもあった東

京と違い買い物にも車で出かけたりと不便なことはあります。で

すが、土や森のにおいなどを感じながら車で走るのは東京にはな

い楽しさです。

――人が移住してくることの意義は？――
山本  人が入ってくる、子どもがいる、ということは、集落にとっ
て活気の源です。子連れ世帯が引っ越してきた地域の人たちから

も「子どもがいると明るくなってうれしい」という声を聞きます。

鈴木  子どもがいると地域を自分の世代だけでなく、次の、その
次の世代まで見据えて考えられるようになりますし、新たに移住

してくる人もそういった活気ある地域を選ばれるように思いま

す。若い世代が加佐に移り住むことで地域の伝統・文化が受け継

がれてほしいです。

――加佐地域で生活するうえでの引き継ぎ事項は？――
山本  雪道の運転は本当に気を付けてください。あと、洗濯物を
外に干すとカメムシだらけになるので気を付けてください（笑）。

鈴木  東京ではペーパードライバーだったので冬までには鍛えて
おきます。

プチ対談  加佐地域に思うこと

地域文化に魅せられて

▲市長から辞令を受ける（７月２日）

加佐トピックス

▲ポータルサイトや登山マップで情報を
発信

酒呑童子をはじめとした鬼の伝説が多く残る大江山連峰にある古道や登山道を活用したトレッキ
ングコース「大江山連峰トレイル」を３月に京都府や海の京都 DMO、関係市町村（福知山市、宮津市、
与謝野町）、大江山連峰トレイルクラブとともに開設しました。舞鶴は大江山連峰のひとつ赤岩山
があり、酒呑童子の鬼の伝説にまつわる伝統行事「大俣太鼓」「地頭太鼓」などの魅力的な文化が
あります。これらを生かしてイベントなどの魅力発信に取り組みます。

鬼伝説ゆかりの山々をめぐる魅惑のトレッキング



  　加佐地域
×　　　

地域おこし協力隊
地域おこし協力隊は、田舎で暮らし地域社

会に貢献したい都市部の若者と地域を担う若
者不足が進む地方とをマッチングするための
総務省の制度です。
「地域協力活動」の内容は、伝統・文化の

プロモーションや農林水産業などさまざま。
それぞれの能力や強みを生かして地域の魅力
の掘り起こし、PR につながる取り組みを行っ
ています。

山本未
み か

佳さん

地域おこし協力隊って？
舞鶴の地域おこし協力隊は農林課に所属し西方寺地区にある「大庄屋

上野家」の加佐地域農業農村活性化センターに勤務しています。
協力隊は、自身が都市部から移り住んだ経験などを生かし、田舎暮ら

しにあこがれる人たちの視点に立って、地域の人が気付きにくい新たな
魅力の発掘・発信や体験事業などの農業ビジネスを継続して行える体制
づくりに取り組むほか、移住希望者の現地案内なども行っています。

2015 年に初代地域おこし協力隊に山本未佳さんが着任。今年で３年
の任期を終えました。７月からは、二代目となる鈴木海峰さんが着任し、
活動しています。

舞鶴の地域おこし協力隊

明石市出身で京都市や長岡京市で働いていましたが、2015 年に地域お
こし協力隊として舞鶴市に転入。神崎地区に住んでいました。

デザインやパソコンが得意で、農産物や地域風土を PR するためイベン
トを企画・運営し、チラシのデザインや加佐地域農業農村活性化センター
のホームページ「あいあい加佐」も作成。フェイスブックやインスタグ
ラムでも情報発信をしました。

イベント企画ではヨーロッパなどで春に飾られる「イースター・エッグ」
に着想を得た西方寺の卵の PR イベント「春
のたまご祭り」やイチゴの収穫体験とスイー
ツづくりをセットにした「加佐いちご Day」
などおしゃれでかわいい企画を考えました。
また、地元の人にとってはありふれた川に着
目した「沢のぼり」イベントも大盛況でした。

地域の魅力的な資源にデザインやアイデア
をプラスすることで、新しい魅力や交流を生
み出せたかなと思っています。

「初代」地域おこし協力隊

加佐×「ハイカラ」アレンジ

▲かわいいチラシは全
て自作

▲大庄屋上野家でのイベント
にはたくさんの若い人や子
どもが参加

▲スイーツづくりなど若
い人を意識したイベン
ト「加佐いちご DAY」

加佐トピックス



秋を彩る文化の祭典

10/20プログラム

10/20 ㈯・10/21㈰ 12時30分から

10/５㈮ 〜11/25㈰

【場所】総合文化会館　【入場料】無料
【問い合わせ先】舞鶴市文化協会事務所（☎ 64・5109）

10/21プログラム

総合文化祭の日程一覧

芸能祭

丨
市
内
各
所
で
開
催
！

月 日 行　　事　　名 会　場
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５～７ 特別合同祭典展示部門「文芸・写真合同展」
総合文化会館

７ 舞鶴市総合文化祭開会式
特別合同祭典舞台部門「古典芸能観賞会」

９ 舞鶴市民短歌大会 南公民館
12 ～ 14 フォトクラブ蒼空写真展 中総合会館
13 ～ 15 第 50 回記念書道展 西駅交流センター

14 ナツメロ歌謡祭 総合文化会館
19 ～ 21 水墨画緑峰会展 西駅交流センター

20・21
写団「北京都・写楽」写真展 中総合会館
演劇サークル谺　定期公演

総合文化会館
芸能祭

21 舞鶴市民川柳大会 西総合会館
26 ～ 28 洋画グループ柊展 赤れんが２号棟
27・28 一照会書道展 西駅交流センター

27 吟道大会 中総合会館
27・28 お茶といけ花の祭典　

総合文化会館
28 市民吹奏楽団定期演奏会

11

3 舞鶴市民俳句大会　 西駅交流センター
10 大阪北京都岳風会吟道大会 中総合会館

10・11 あしで会書展　 西駅交流センター
11 赤れんがカップ舞鶴囲碁大会　 中総合会館
17 舞鶴クラリネットアンサンブル定期演奏会　

総合文化会館18 大正琴の集い　
21 ～ 23 彩絵画会展
23 ～ 25 紫宝会水墨画・日本画習作展 西総合会館

25 赤れんが・落ち葉舞い散るコンサート 赤れんが２号棟

　市文化協会の加盟団体が、日頃の練習の成果を披露する総合文化祭を 10 月５日㈮から市内各所で開
催します。今年は 10 月５日〜７日㈰に「特別合同祭典展示部門『文芸・写真合同展』」、10 月７日に「開
会式」と「特別合同祭典舞台部門『古典芸能観賞会』」を行います。
　また、10 月 20 日㈯と 21 日㈰に「芸能祭」を開催するほか、11 月 25 日㈰まで市内各所で魅力あ
る発表や展示会が開催されます。
　日程は下表のとおり。ぜひ足をお運びください。
▶詳しくは、舞鶴市文化協会事務所（火・水・金曜日の 13 時〜 16 時、☎ 64・5109）へ。

順番 内容 団体名
１ 大正琴 琴修会舞鶴支部（よつば会）
２ 民踊 日本民踊研究会豊舞会
３ 洋舞 貝谷バレエ舞鶴研究所
４ 民踊 日本民踊研究会豊舞会
５ 大正琴 木村流大正琴（琴遊会）
６ 新舞踊 鶴の会

コラボ よつば会
舞鶴ギター合奏団

７ 民謡 民謡三味弘会
８ 新舞踊 睦会
９ 民踊 日本民踊研究会豊舞会
10 洋楽 舞鶴ギター合奏団（陽だまりアンサンブル）
11 吟舞 新剣扇詩舞　竹静会
12 洋楽 オカリナ風の音
13 洋舞 畑本久美  Dance  School

順番 内容 団体名
１ 民謡 民謡　玉晴会
２ 民踊 北京都民踊協会
３ 吟詠 詩吟道一期会
４ 民踊 北京都民踊協会
５ 吟舞 神心流舞鶴貴風支部
６ 洋舞 スタジオプルミエール
７ 新舞踊 藍の会
８ 民踊 北京都民踊協会
９ 洋楽 オカリナ仲間
10 民踊 日本伝統民踊研究友の会
11 吟舞 神心流尚道館舞鶴総支部
12 コラボ 北京都民踊協会

■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■ 　 ■

秋
の
総
合
文
化
祭
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番
組
に
出
演
し
た
こ
と
。「
ラ
ジ
オ

に
向
い
て
い
る
声
」
と
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
た
。
高
辻
さ
ん
自
身
も
舞
鶴
が
大

好
き
で
、
地
元
に
根
付
い
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
F
M
で
あ
る
「
F
M
ま
い

づ
る
」
に
関
わ
る
こ
と
で
、
舞
鶴

の
良
さ
を
子
ど
も
達
に
伝
え
た
い
、

少
し
で
も
舞
鶴
が
良
く
な
る
こ
と

に
協
力
し
た
い
と
思
っ
た
。

実
際
に
ラ
ジ
オ
の
仕
事
を
し
た

り
、
市
の
総
合
計
画
の
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
「
F
M

ま
い
づ
る
」
を
知
ら
な
い
人
や
「
広

報
ま
い
づ
る
」
を
読
ん
で
い
な
い
人

が
多
い
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。
市

民
に
と
っ
て
お
得
な
情
報
が
た
く

さ
ん
発
信
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ

を
受
け
取
と
ら
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
。「
ど
う
し
て
？
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
た
が
、
誰
も
が
自
分

と
同
じ
考
え
方
で
は
な
い
と
気
付

か
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
を
た
ま

た
ま
聞
い
た
人
が
「
聞
い
て
良
か
っ

た
」
と
思
え
る
情
報
を
常
に
発
信
す

る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
う
す
る
こ

と
で
、少
し
ず
つ
認
め
ら
れ
て
い
く
。

「
辛
抱
強
く
何
度
も
伝
え
続
け
る
こ

と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
舞

鶴
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
伝
え

ら
れ
る
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
す
」
と
笑
う
。

音
楽
と
教
育
の
つ
な
が
り

幼
少
期
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、

西
舞
鶴
高
校
卒
業
後
は
関
東
の
音

楽
学
校
に
進
学
。
ピ
ア
ノ
や
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
楽
器
演
奏
は

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
幼
児
心
理
学
も
学
ん

だ
。現

在
は
、
音
楽
を
通
じ
て
子
ど

も
達
の
能
力
を
引
き
出
し
、
社
会

で
生
き
る
た
め
の
力
を
養
う
「
リ

ト
ミ
ッ
ク
」
を
実
践
す
る
オ
ト
ノ

モ
リ
学
園
を
開
い
て
い
る
。
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
合
わ
せ

て
教
材
は
決
め
ず
、何
を
し
た
い
か
、

ど
う
し
た
い
か
を
子
ど
も
達
自
身

が
能
動
的
に
決
め
ら
れ
る
よ
う
に

音
楽
を
通
じ
て
導
く
。
人
に
言
葉
で

伝
え
る
の
が
苦
手
と
い
わ
れ
る
発

達
障
害
の
子
ど
も
達
も
、
言
葉
を
多

く
必
要
と
し
な
い
音
楽
を
楽
し
む

こ
と
か
ら
、
次
第
に
興
味
が
広
が
り

言
葉
と
な
っ
て
、「
伝
え
た
い
」
と

い
う
欲
求
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。

ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
し
て

一
年
半
前
か
ら
「
F
M
ま
い
づ

る
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て

の
仕
事
も
新
た
に
加
わ
っ
た
。
き
っ

か
け
は
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
時
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
F
M
の

地
域
に
根
差
し
た
情
報
発
信

特
に
災
害
時
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
は
全
国
放
送
で
は
つ
か
み
き

れ
な
い
情
報
を
発
信
で
き
る
強
み

が
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
７
月

豪
雨
で
は
、
自
宅
近
所
の
高
齢
者

が
高
野
川
の
水
位
が
上
が
る
の
を

見
て
怖
が
っ
て
い
た
。
見
通
し
が

つ
か
な
い
か
ら
不
安
に
思
う
の
で
、

正
し
い
情
報
を
伝
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
強
く
感
じ
た
と
い
う
。

す
ぐ
に
「
災
害
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
災
害
情

報
を
随
時
放
送
し
続
け
た
。「
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
操
作
で
き
な
い

高
齢
者
た
ち
も
、
昔
か
ら
あ
る
ラ

ジ
オ
な
ら
馴
染
み
や
す
い
の
で
は
。

ま
た
、
文
字
よ
り
耳
か
ら
入
る
情
報

の
方
が
頭
に
入
り
や
す
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
難
し
い
言
葉
や
言
い

回
し
は
避
け
、
分
り
や
す
い
言
葉

を
使
う
よ
う
に
工
夫
も
し
て
い
ま

す
か
ら
、ぜ
ひ
、聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
笑
顔
で
話
す
高
辻
さ
ん
。

舞
鶴
が
好
き
で
積
極
的
に
動
い

て
く
れ
る
人
が
増
え
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
た
ら
、

よ
り
よ
い
舞
鶴
を
子
ど
も
達
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「ＦＭまいづる」のパーソナリティ、プロモーションスタッフとしてＦＭ放送に携わり、
ショッピングセンターでの生放送では「なんだろう？」と思わず聞いてしまう声と明る
い笑顔が魅力の高辻さん。まいづる愛とＦＭに関わるようになったきっかけをお伺い
しました。

地域に根差した情報をＦＭで

ＦＭまいづるパーソナリティ

高辻 マキ さん

Vol.57

▲らぽーるで行われている公開放送の様子

▪舞鶴市関連の番組
❖ななこちゃったラジオ…毎週金曜日15時から。
　　　　　　　　　　　　市職員がゲスト出演しホットな話題を発信。
❖パブリックラインまいづる…毎日。２分程度で市政情報を発信
❖舞鶴赤れんがラジオ…毎週金曜日13時から。市内の催しを紹介
❖Bayside Morning Kyoto…毎週月曜日10時から。市職員が不定期で
　　　　　　　　　　　　  ゲスト出演し観光情報や移住情報を発信。

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
で

市
政
情
報
を
お
届
け ※放送エリアは舞鶴市内

（一部聴取できないエリアがあります）。

（ムジカ・マキーナ）

77.5MHz
周波数
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第５回

丹
後
の
海
を
背
景
に
、
集
め
た
薪た
き
ぎを

縄
で
く
く
る
弟
の
対
王
丸
を
心
配
そ
う

に
見
守
る
姉
の
安
寿
。安
寿
の
肩
に
担
が

れ
た
天
秤
桶
に
は
、な
み
な
み
と
海
水
が

入
っ
て
い
ま
す
。

三
庄
太
夫
の
も
と
に
奴
隷
と
し
て
売
ら

れ
た
安
寿
と
対
王
丸
の
姉
弟
は
、朝
か
ら
晩

ま
で
過
酷
な
汐し
お
汲く

み
と
柴
刈
り
（
薪
の
収

集
）を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
日
本
で
は
海
水
を
煮
詰
め
塩
を

古
今
百
人
列
女
鑑
　
安
寿
姫
・
対
王
丸

(    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     )

【
絵
師
】
歌
川
国
安
【
年
代
】
天
保
年
間
（
１
８
３
０
‐
１
８
４
４
年
）【
大
き
さ
】
25
・
３
㌢
×
37
・
４
㌢　

※
実
物
は
９
月
30
日
㈰
ま
で
ふ
る
さ
と
発
見
館
（
郷
土
資
料
館
）
で
展
示
中

「
海
辺
の
京
都 

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

こ
こ
ん
ひ
ゃ
く
に
ん
れ
つ
じ
ょ
か
が
み　
あ
ん
じ
ゅ
ひ
め
・
ず
し
お
う
ま
る

作
り
ま
し
た
。対
王
丸
が
さ
せ
ら
れ
た
柴
刈

り
は
、海
水
を
煮
詰
め
る
た
め
の
燃
料
の
収

集
を
意
味
し
、安
寿
の
汐
汲
み
は
塩
を
作
る

た
め
海
水
を
汲
む
こ
と
を
指
し
ま
す
。ふ
た

り
と
も
当
時
貴
重
品
だ
っ
た
塩
を
作
る
た

め
、三
庄
太
夫
に
よ
っ
て
働
か
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

ふ
る
さ
と
発
見
館
糸
井
文
庫
コ
ー
ナ
ー

で
は
、今
月
は「
安
寿
と
対
王
丸
」を
テ
ー
マ

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

まいづるおもちゃ病院

https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/uketsuke/dform.do?asc=maizuru

自治会・ボランティア団体・学校・サークル団体などの活動を紹介します（応募多数の場合選考）。

自治会・ボランティア団体・学校・サークル
団体などの活動を紹介

掲載団体を随時募集中

夢中になる時間Our community

日々、多くのおもちゃがごみとして捨てられてい
るなか、おもちゃの修理を通して、ものを大切にす
る心を伝えたい。まいづるおもちゃ病院は「まいづ
る環境市民会議」のチャレンジ事業をきっかけに、
2013 年に有志で結成したボランティアグループ
です。現在会員は 12 人で、年間４～５回ほど不定
期で開院しています。
「おもちゃ病院」は、世代を超えた仲間が、ひとつ

のおもちゃを囲み、ああでもないこうでもないと話
をしながら壊れた原因をつきとめ、直って動き出し
た瞬間にはみんなの歓声が上がる。そんなおもちゃ
ドクター側のやりがいも魅力のひとつ。おもちゃを
持ってくる子ども達よりも直す側が楽しそうにして
います。

子ども達の笑顔、大人たちの笑顔、笑顔の連鎖を地域へ。そんなことを
考えながら、いつも次の開院を楽しみにしています。

【問い合わせ先】
まいづるおもちゃ病院（電子メール：maizuru.omotya@gmail.com）

連 載連 載
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菅
野
あ
い
子（
寺
田
）

真
下
彰
子（
下
福
井
）

水
嶋
幾
久
枝（
白
杉
）

❖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

山
下
陽
裕（
白
糸
中
出
身
）

☆
全
日
本
空
手
道
松
涛
館
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会（
９
月
23
日
、東
京
都
）

　
山
崎
睦
月（
明
倫
小
６
年
）

☆
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

（
10
月
12
日
～
14
日
、神
奈
川
県
）

土
佐
美
月（
青
葉
中
３
年
）

☆
全
日
本
エ
ル
デ
ス
ト
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
10
月
12
日
～
15
日
、奈
良
県
）

荒
木
美
津
子（
上
安
）

山
本
久
美
子（
倉
谷
）

（
以
上
敬
称
略
）

ア
ジ
ア
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
2
0
1
8
ア
ジ
ア
競
技
大
会

パ
ラ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
競
技

（
８
月
18
日
～
９
月
２
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

岩
崎
拓
夫（
城
南
中
出
身
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
日
韓
青
少
年
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
８
月
13
日
～
19
日
、韓
国
）

岩
田
誠
仁
朗（
余
内
小
６
年
）

中
西
哲
太（
志
楽
小
６
年
）

☆
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

（
８
月
17
日・18
日
、神
奈
川
県
）

金
谷
舜
花（
朝
来
小
６
年
）

村
田
律
樹（
新
舞
鶴
小
６
年
）

☆
全
国
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

（
８
月
22
日
～
26
日
、東
京
都
）

和
田
弦
大
（
府
立
工
業
高
３
年
、
城
北

中
出
身
）

鍵
本
彩
夏（
城
北
中
２
年
）

☆
国
民
体
育
大
会  

（
９
月
１
日
～
10
月
９
日
、福
井
県
）

❖
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技（
公
開
競
技
）

織
田
恵
美
子（
池
内
）

近
藤
さ
よ
子（
下
福
井
）

全
国
大
会
等
出
場
者
を
紹
介

問題
１
問題
2

問題
3

　舞鶴の特産品やお土産などを抽選でプレゼントします。
問題の○に当てはまる文字や数字をお答えください。
ヒントは紙面の中に。

▪「広報まいづる」について、あなたの満足度は、次の①～④のうち
どれですか？

　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
▪今月号の広報まいづるで一番面白かった記事を教えてください。
▪「IoT」や「AI」が広まっていく将来についてどう感じますか？

【８月号の答え】
①ふるさと　②７．９　③原子力

「はがき」か「市ホームページ応募フォーム」で①クイズの答え②「広報まいづる」アンケートの回答③住所④氏名（ふ
りがな） ⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙や市政へのご意見などを記入し、９月 25 日㈫（消印有効）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１通。当選者は全問正解者の中から抽選のうえ決定。発表は発送をもって代えさせていただきます。
※お寄せいただいた感想、ご意見は、匿名で広報紙に掲載することがあります。アンケートやご意見の内容は抽選に影響しません。

応
募
方
法

クイズに答えてステキな商品を当てよう！

◆はがき　〒625-8555（住所不要）　舞鶴市役所広報広聴課あて
◆市ホームページ応募フォーム
　（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/jform/quiz.html）

広報クイズ
夏の伝統行事「城屋の〇〇〇」

国道〇〇号西舞鶴道路の建設が進む

加佐から情報発信「地域〇〇〇協力隊」

【広報まいづるアンケート】

９月号プレゼント
凡愚の「焼き鯖寿司」を５名様に

　凡愚自慢の焼き
鯖寿司、厳選され
た真鯖を香ばしく
焼きあげました。自
慢のシャリは丹後
コシヒカリ、特製合
わせ酢との相性抜
群。お食事・手土産
などにご好評いただ
いております。どうぞ
ご賞味ください。

提供 ： 居食屋  凡愚
　　   （市内字北田辺170-7、☎77・1490）

広報まいづる８月号21㌻「全国大会等出場者を紹介」の出身校に誤りがありました。お詫びして訂正します。❖バドミントン競技…高口瑛朗（比叡
山高３年、由良川中出身→加佐中出身）❖ソフトボール競技…田中地清高（綾部高１年、城南中出身→加佐中出身）お詫びお詫び

連 載連 載
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大雨や猛暑など、今年の夏は本当に大変でした。まだ
まだ残暑の残る９月、ひと夏の疲れを癒す栄養豊富な甘
酒のソースでいただくカルパッチョを紹介。甘酒は米を
コウジカビで発酵させた発酵食品。栄養点滴とほぼ同じ
栄養成分が豊富に含まれ「飲む点滴」ともいわれます。江
戸時代には夏バテ防止のため愛飲され、多くの行商人が
甘酒を売り歩く姿は夏の風物詩で、俳句の季語になって
います。　　　　　【協力】谷口久美子（食生活指導士）

 Vol.27
簡単レシピで手軽にヘルシー

まいづるレシピ帖
甘酒で万願寺・タコのカルパッチョ

「カルパッチョ」といえば、日本では魚介類をイメージ
しますが、本来は生の牛肉にチーズやソースをかけたイ
タリア発祥の料理。牛肉の代わりに刺身を用いたのは日
本のアレンジ。

一言メモ

１人分 94㌔㌍　塩分0.9㌘材料［４人分］

作り方

※甘酒は米麹で作ったものを使用

❖ゆでダコ…140㌘
❖レモン汁…少々
❖万願寺甘とう…100㌘
❖玉ネギ…30㌘
❖糸トウガラシ…少々

❖甘酒（※）…大さじ４
❖しょうゆ…大さじ 1/2
❖酢…大さじ１
❖オリーブ油…大さじ１
❖塩…小さじ 1/4
❖こしょう…少々

① ゆでダコは５㍉の厚さの斜め切りにし、レモン汁をふる。 
万願寺甘とうはヘタを取り、１㌢幅の斜め切りにし耐熱皿
に並べてラップをし、600㍗のレンジで２分加熱する。玉
ネギは薄切りにし、ざるに入れて水にさらしてから水気を
切る

② Ⓐを混ぜ合わせ、皿に盛りつけた万願寺甘とうとタコに
かける。中央に玉ネギと糸トウガラシを飾る。冷蔵庫で
冷やすとよりおいしいです。

｛Ⓐ

人権の輪
９月 17 日は敬老の日
いくつになっても「生きがい」が持てる社会を

「わたしの父はとても働き者で、80 歳を過ぎても母

と手を取り合いながら米作りをしています。病気にな

り歩くのが不自由になってしまいましたが、それでも、

田んぼへ出かけ米作りを一生懸命しているのです。母

が父の体を心配して出かけないように言っても、父は

出かけて行きます。わたしも、父が心配で、無理はし

ないでほしいと思っているのですが……」

と、Ａさんから話を聞いたことがあります。
体が不自由になっても米作りをし続ける原動力は何な

のでしょう。個人差はあっても、だれでも歳を取れば身
体面や精神面で衰えが生じることは避けられません。人
によっては、介護が必要になったり、以前できていたこと
ができなくなったりします。それでも、自分らしく過ごし
たい、いつまでも仕事や趣味を続けたいと思うことは人
として自然なことではないでしょうか。

高齢者の皆さんの中には、長い人生の中で身に付けて

きたノウハウや今まで培ってきた技術を伝授するなど、
豊かな経験を生かして現役で働いている人、ボランティ
ア活動、町内会などの地域活動に取り組み、社会に貢献
している人、そして、趣味やスポーツなどの生涯学習を
行っている人などがおられます。このように、歳を取っ
ても、多くの人が自分なりに楽しんで生き生きと生活さ
れています。

人にはそれぞれ、今を生きる喜びがあると思います。
それは仕事であったり、子育てであったり。やがて、定
年退職や子どもの独立といった節目を迎えても、何か社
会や地域に貢献したい、新たなことにチャレンジしたいと
いう思いは変わらないことでしょう。だからこそ、誰かか
ら止められたとしても、生きがいと呼べるものを簡単に
手放すことはできないのだと思います。

今では、Ａさんは、お父さんの体を心配しながらも、
米作りを応援するようになったそうです。

《人権啓発推進室》

連 載連 載
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大正５年の創刊から 100 年を経過し
た雑誌「婦人公論」。人気エッセイスト
がこの間の 1,400 冊あまりに及ぶバッ
クナンバーをひもとき、雑誌ゆえに見え
隠れする本音や時代ごとの生々しい姿を
すくい取り、日本女性と社会の変遷を丹
念に追った労作です。　　　　　　（西）

「人食いザメは存在しません！」現在
500 種以上も確認されているサメ。映画
のイメージでサメ＝凶暴と思っていま
せんか？サメの本当の姿を世の中に伝
えたい！世界でただひとりのシャーク
ジャーナリストが、地球上の海を旅して
見て食べての体当たり図鑑 です。　（東）

百年の女
「婦人公論」が見た大正・昭和・平成

酒井  順子

ほぼ命がけサメ図鑑

沼口  麻子

▶詳しくは、東図書館（☎62・0190）、西図書館（☎75・5406）へ。

図書館だより 今月のおすすめ本

各地の山地の林縁や岩場などに生える落葉低木。細かく枝
分かれし、若い枝は赤みを帯びる。葉は互生し、楕円形で長
さは２～６㌢、先は鋭くとがる。夏から秋にかけて枝先に円
錐花序をだし、たくさんの花を付ける。花は白色で赤みを帯
び、花弁は深く３裂して細長く反り気味に開く。日陰に咲く
ものは赤みを帯びない。雄しべは６本、雌しべは長く突き出る。
名前の由来は「穂ツツジ」で花の様子から。別名は「ヤマホ
ウキ」で枝を箒として使ったことから。
【協力】 瓜生勝朗／市文化財保護委員（植物分野）

まいづる花図鑑

ドクター T のひとりごと その
70

市長に就任して程なく、若い市職員から「市長は雲の上の
人」だと言われ、がくぜんとした。その時、若手職員には「役
職は組織の中での役割や仕事の範囲を示すものであり、役職名
だけで偉いと思ったり、思わせたりするのは間違いである」と
説明した。このことを契機に、若手職員を８人程度のグループ
に分け、約１時間の会合をおおむね１週間ごとに行い、１年以
上をかけて若手の全職員と話し合った。その中で、市長職につ
いての考え方や私の仕事に対する理念や信念について話した。
組織においては、役職が上がるほど責任を担う範囲は広く、
かつ、重くなり、多くの部下に助けられて仕事が可能になるこ
と、さらには、リーダー（市長）は自分が思っている未来への
方向や仕事の目的、目標を明確にし、市民や職員に語りかける
ことが重要であることなどについても話した。

私は市長になった当初から舞鶴市役所を「株式会社舞鶴市
役所」と呼び、民間企業の感覚で運営してきた。民間企業で
はトップである社長のことを「雲の上の人」と呼ぶことはな
い。リーダー（社長）の役割を果たせない人はまず社長にな
れないし、例えなったとしても機能しないだろう。

政治家の世界では、本来の役割が果たせていないのに、
役職を名乗る人もいるが、おかしいと思うのは私だけだろ
うか？たくさんの役割を担う立場の人は、全て期待どおり
に果たすことができてこそ、尊敬に値する人である。

役職と役割
皆さんこんにちは。国際交流員のレ・アルトゥルです。今回は

ウズベキスタンのことわざを紹介します。
ウズベキスタンは日本と同じく長い歴史を持つ国で、独特の

文化があり、ことわざにも反映されています。面白いのは何千㌔
も離れている日本のことわざに似ているものがたくさんあると
いうことです。例えば『人を知りたいなら、その人の友達を見て』
です。人は友達によってあなたのことを判断するので友達を選
ぶ時に気を付けましょうという意味ですが、日本には「類は友を
呼ぶ」ということわざがあります。ウズベキスタンではことわざ
によって道徳やモラルを教えます。『五つの指を口に入れようと
する』は、五本の指は口に入らないので欲張らない方がいいとい
う意味です。日本では「二兎を追う者は一兎をも得ず」になりま
す。また、道徳を教える時に『いいことをすれば返って来るので、
できるだけいいことをしなさい』ということわざを使います。日
本の「情けは人の為ならず」と一緒です。

最後はとてもいいことわざで終わ
りたいと思います。「Н

ネ ー

е и
イ メ イ

мей 

с
ス ト ル

то р
ブ レ イ

ублей , а
ア

 и
イ メ イ

мей 

с
ス ト ド

то д
ル ゼ イ

рузей. 」。これは、お金よ
り友達が大事という意味です。ウズベキ
スタンと日本の友好関係がより良いもの
になるよう私も頑張ります。　　　　　　　《スポーツ振興課》

日本と類似することわざ

国際交流員  レ・アルトゥル
ウズベキスタンの文化

ホツツジ（ツツジ科）

vol
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市
内
の
若
者
や
求
職
中
の
人
に
向
け
て
舞
鶴

の
「
働
く
場
」
を
紹
介
す
る
ウ
オ
ッ
チ
グ
ッ
ド

カ
ン
パ
ニ
ー
。
今
回
は
長
浜
地
区
に
あ
る
「
伊

丹
産
業
㈱
舞
鶴
支
店
」
支
店
長
の
栗
野
さ
ん
、

係
長
の
岸
下
さ
ん
に
仕
事
内
容
や
、
や
り
が
い

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

栗
野
さ
ん
　
舞
鶴
支
店
は
営
業
活
動
が
主
体

で
す
。
社
員
が
自
分
の
担
当
エ
リ
ア
を
持

ち
、
お
客
さ
ま
の
家
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
お
届
け

し
た
り
、
器
具
の
販
売
を
行
っ
た
り
し
ま

す
。
舞
鶴
地
域
で
は
、
高
齢
の
方
か
ら
「
ガ

ス
は
火
を
使
っ
て
危
な
い
か
ら
と
子
ど
も
に

言
わ
れ
て
オ
ー
ル
電
化
に
し
た
」
と
い
う
声

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
ガ
ス
も
自
動

停
止
機
能
な
ど
安
全
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
正
し
い
情
報
を
伝
え

る
の
も
営
業
の
仕
事
で
す
。

岸
下
さ
ん　

ガ
ス
の
利
点
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
調
理
す
る
場
合
、
熱

が
加
わ
る
と
鍋
な
ど
の
内
部
で
対
流
が
起

き
、
ま
ん
べ
ん
な
く
火
が
通
り
ま
す
。
ガ

ス
で
炒
め
た
ほ
う
が
チ
ャ
ー
ハ
ン
が
パ
ラ

パ
ラ
に
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
油
を

使
う
料
理
の
と
き
は
、
熱
で
空
気
が
上
昇

し
油
分
も
そ
の
ま
ま
換
気
扇
に
吸
わ
れ
て

い
く
た
め
、
室
内
に
油
分
が
広
が
り
に
く

く
、
台
所
が
き
れ
い
に
使
え
ま
す
。

　
営
業
で
お
客
さ
ま
を
訪
問
し
た
時
は
雑

談
の
中
に
も
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
「
お

風
呂
場
が
寒
い
」
「
灯
油
の
補
給
が
大

変
」
と
い
っ
た
声
を
聞
い
た
ら
、
扱
っ
て

い
る
商
品
の
中
で
な
ん
と
か
で
き
な
い
か

と
考
え
て
、
浴
室
乾
燥
暖
房
機
や
ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
社
の
製
品
や
そ

の
特
長
を
把
握
し
、
お
客
さ
ま
に
丁
寧
な

説
明
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

栗
野
さ
ん　

毎
年
社
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
に
入
っ
て
仕
事
を
す
る
の
で
、
地

元
の
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
く

お
客
さ
ま
と
親
し
く
な
れ
る
よ
う
な
人
が
向

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
信
頼
関
係
が
何
よ

り
大
切
な
の
で
、
生
活
の
困
り
ご
と
な
ど
、

何
で
も
相
談
を
受
け
て
お
客
さ
ま
に
寄
り
添

え
る
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入

社
後
に
資
格
取
得
に
向
け
て
学
べ
る
機
会
を

た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

岸
下
さ
ん　

訪
問
し
た
時
に
「
い
い
所
に

来
て
く
れ
た
」
と
、
本
来
の
仕
事
で
は
な

い
こ
と
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
身
近
な
相
談
を
い
た
だ

け
て
い
る
と
思
う
と
や
り
が
い
を
感
じ
、

直
接
関
係
な
く
て
も
本
来
の
仕
事
の
業
績

に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
対
応
が
う
れ
し
い
と
い
っ
て
手
紙
を
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
地
域
や
お
客
さ
ま

に
身
近
な
会
社
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

伊
丹
産
業
株
式
会
社 

舞
鶴
支
店

　本社を兵庫県伊丹市に置き、全国146か所に事業所

を展開。LPガスの供給から電気、石油、米穀、モバイル

事業など暮らしに欠かせないものを広く取り扱う総合

エネルギー会社。特にLPガス部門ではガスメーター

監視システムの運用体制が評価され、経済産業省から

「ゴールド保安認定事業者」に認定。今年の４月には全

国のLPガス事業者としては初となる、ガスエンジン発

電所の運用を開始するなど、新エネルギー事業も積極

的に展開。舞鶴支店はガスの「災害対応型中核充填所」

に認定されており、災害時にも自立的に稼働し、ガスを

迅速に供給できる設備が整っている。

伊丹産業㈱舞鶴支店

Watch Good Company ！
ウオッチ　グッド　カンパニー

地
域
に
溶
け
込
む
身
近
な
会
社
に

2018 広報まいづる 9月号

仕事の頼れる相棒 営業車

長浜地区にある舞鶴支店

入念にチェックする
ガス機材

インタビューに答えてくれた
栗野さん（左）と岸下さん（右）

営業でお客さまに合った提案をする岸下さん
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❖
２
つ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
ば
せ
る

❖「
～
し
た
ら
～
で
き
る
よ
」と
取
り
決
め
す
る（
ご

ほ
う
び
は
高
価
で
は
な
い
も
の
、与
え
や
す
く
子

ど
も
が
喜
ぶ
も
の
、例：シ
ー
ル
を
貼
る・好
き
な

お
か
ず
を
ひ
と
つ
プ
ラ
ス
す
る
）

❖
よ
い
行
動
を
し
て
い
る
子
を
褒
め
る（
比
べ
る
の

で
は
な
く
）

心
配
ご
と
は
た
め
ら
わ
ず
に
相
談

誰
で
も
褒
め
ら
れ
た
り
評
価
さ
れ
る
と
う
れ
し
い

も
の
。特
に
子
ど
も
は
大
好
き
な
家
族
に
褒
め
ら
れ
る

と
う
れ
し
く
な
り
、
元
気
が
出
ま
す
。も
っ
と
褒
め
ら

れ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た

り
、行
動
に
表
れ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、子
ど
も

を
褒
め
る
保
護
者
自
身
の
心
と
体
に
ゆ
と
り
が
あ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。イ
ラ
イ
ラ
が
続
い
た
り
、
気
分
が

落
ち
込
ん
だ
り
す
る
と
、ど
う
し
て
も
怒
り
が
ち
に
な

っ
た
り
、
優
し
い
声
か
け
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。そ
ん
な
時
は
身
近
な
家
族
、

マ
マ
友
な
ど
話
し
や
す
い
周
り
の

人
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。具
体

的
な
解
決
方
法
は
見
つ
か
ら
な
く

て
も
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
す
る

だ
け
で
ぐ
っ
と
気
が
楽
に
な
り
ま

す
。そ
の
心
の
余
裕
が
悪
循
環
を
断
ち
切
る
き
っ
か
け

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
課
で
は
、親
子
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
子

育
て
を
応
援
し
ま
す
。ち
ょ
っ
と
し
た
気
に
な
る
こ
と

や
年
齢
ご
と
の
子
育
て
の
コ
ツ
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

親子で
ハッピーに
なる子育て

ホ
ッ
ト
な

健
康
情
報
を
お
届
け
！

問 

健
康
づ
く
り
課（
☎
65・０
０
６
５
）

「
楽
し
い
」「
か
わ
い
い
」
だ
け
で
は
す
ま
な
い
子
育

て
。疲
れ
て
い
た
り
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
し
て
い
て
も
子

ど
も
達
は
お
構
い
な
し
。な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い

か
な
い
日
々
の
子
育
て
。「
子
ど
も
に
ど
う
関
わ
っ
た
ら

い
い
の
？
」「
毎
日
叱
っ
て
ば
か
り
」と
悩
ん
だ
り
、つ
い

強
く
叱
っ
て
し
ま
っ
て「
子
ど
も
に
当
た
る
な
ん
て
」と

ま
す
ま
す
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
…
…
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、ま
ず
は
自
分
が「
に
こ
に
こ
」し
て

み
る
。す
る
と
子
ど
も
達
も
「
に
こ
に
こ
」
に
。プ
ラ
ス

の
親
子
関
係
を
築
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。い

い
と
こ
ろ
探
し
を
す
る

子
ど
も
の
自
由
奔
放
な
行
動
や
よ
く
な
い
と
こ
ろ

ば
か
り
に
目
が
い
っ
て
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
が
今
し

て
い
る
行
動
、
で
き
て
い
る
行
動
の
中
で
、「『
お
は
よ

う
』と
あ
い
さ
つ
す
る
」「
着
替
え
よ
う
と
す
る
」な
ど

さ
さ
や
か
で
も
う
れ
し
い
行
動
や
好
ま
し
い
行
動
、さ

ら
に
増
や
し
て
ほ
し
い
行
動
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ

う
。小

さ
な
こ
と
か
ら
「
褒
め
て
の
ば
す
」

小
さ
な
頑
張
り
に
も
注
目
し
、褒
め
る
こ
と
で
子
ど

も
は「
認
め
ら
れ
て
い
る
」と
感
じ
、よ
い
行
動
が
増
え

た
り
、協
力
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。子
ど
も
が「
褒
め

ら
れ
て
い
る
」と
分
か
る
よ
う
に
、近
付
い
て
、目
を
見

て
優
し
い
ス
マ
イ
ル
で
具
体
的

に
。例
え
ば
「
お
も
ち
ゃ
を
お
片

付
け
で
き
た
ね
」「
歯
磨
き
が
ん

ば
っ
た
ね
」な
ど
、
言
葉
で
伝
え

ま
し
ょ
う
。あ
わ
せ
て
ハ
グ
や

ハ
イ
タ
ッ
チ
、
頭
を
な
で
る
な

ど
、
子
ど
も
が
「
う
れ
し
い
！
」

「
も
っ
と
頑
張
ろ
う
！
」
と
思
う
よ
う
な
褒
め
方
が
お

す
す
め
で
す
。

子
ど
も
の
気
持
ち
を
推
理
す
る

さ
わ
ぐ
、わ
め
く
、ぐ
ず
る
な
ど
、子
ど
も
が
お
困
り

行
動
を
し
た
時「
静
か
に
し
な
さ
い
」「
泣
い
て
も
あ
か

ん
も
ん
は
あ
か
ん
！
」と
語
気
を
強
め
て
叱
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
ら
の
行
動
を「
な
ん

で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
ろ
う
？
」と
、
子
ど
も
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。お
困
り

行
動
の
理
由
が
分
か
れ
ば
、
対
応
策
が
見
え
て
き
ま

す
。お
子
さ
ん
が
お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
に
協
力
し
て

く
れ
る
工
夫
と
し
て

❖
事
前
に
「
あ
と
１
回
よ
」「
～
し
て
か
ら
～
し
よ

う
」と
予
告
す
る

健康教室と相談カレンダー 問 健康づくり課（☎65・0065）

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ９月10日㈪
９時30分〜11時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談 など なし 無料 不要

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

２歳６か月児 H27.10.１〜H28.３.31生まれ ９月13日㈭
９時〜10時45分 ❖歯の話

❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着
各20人 300円 前日までに

電話で
２歳児 H28.４.１〜９.30生まれ

２歳６か月児 H27.10.24〜H28.４.27生まれ 10月４日㈭
９時〜10時45分２歳児 H28.４.28〜10.26生まれ

離乳食教室 ５〜６か月児の保護者 ９月21日㈮
14時〜15時30分 ❖離乳食の話と試食 先着

15人 無料 前日までに
電話で

助産師相談 妊産婦、新生児・乳児 10月３日㈬
９時〜11時

❖妊娠中の相談
❖産後や子育ての相談 なし 無料 不要

親
子
で
す
ま
い
る

講
演
会
を
開
催

10
月
２
日
㈫
に
子
育
て
に
関
す
る
「
親
子
で
す
ま
い
る
講
演
会
」
を
実
施
。
詳
し
く
は
30
㌻
で
。

問 

健
康
づ
く
り
課
（
☎
65
・
０
０
６
５
）
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防
災
セ
ン
タ
ー
水
防
展

時

９
月
30
日
㈰
ま
で

９
時
～
17
時

場
防
災
セ
ン
タ
ー

内
台
風
や
大
雨
、高
潮

に
よ
る
水
害
な
ど
の

写
真
を
展
示

問
防
災
セ
ン
タ
ー（
☎

65
・
０
２
１
６
）

総
合
文
化
会
館 

（
☎
64
・
０
８
８
０
）

▪
ま
い
づ
る
物
語  

朗
読
劇

時
・
場
９
月
❖
１
日
㈯
13
時
30
分
…
見
樹
寺

❖
２
日
㈰
11
時
・
15
時
・
18
時
30
分
…
カ
フ
ェ
＆

　

バ
ーFLAT

＋

❖
4
日
㈫
12
時
30
分
…
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

❖
５
日
㈬
14
時
…
グ
レ
イ
ス
ヴ
ィ
ル
ま
い
づ
る

❖
７
日
㈮
18
時
…
多
門
院
公
民
館

❖
８
日
㈯
13
時
30
分
…
東
図
書
館

❖
９
日
㈰
15
時
30
分
…
総
合
文
化
会
館

内
古
い
写
真
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
昔
の
舞
鶴
の
風

景
や
人
々
の
様
子
を
描
い
た
物
語
を
朗
読

▪
ま
い
づ
る
物
語  

写
真
展

時
９
月
９
日
㈰
ま
で
10
時
～
18
時

場
総
合
文
化
会
館
、東
図
書
館
、西
図
書
館

内
舞
鶴
で
撮
影
し
た
な
つ
か
し
い
風
景
や
祭
り
、伝

統
行
事
な
ど
の
写
真
を
展
示

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展 

古
賀
陽
子
と
仲
間
た
ち

時
９
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
10
時
～
17
時（
９
日
は
16

時
ま
で
）

内
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会
に
よ
る
作
品
を
展
示

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト  

秋
の
歌
が
聴
こ
え
る

時
９
月
９
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

内
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
や
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、女
声
合
唱
、

朗
読
劇
な
ど

▪
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー

  

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル  

ソ
ド
ー
島
の
た
か
ら
も
の

時
９
月
15
日
㈯
11
時
30
分
か
ら
と
14
時
か
ら

料
全
席
指
定　

一
般
２
，５
０
０
円
、小
学
生
以
下
１
，

５
０
０
円（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）。
２
歳
未
満
は

保
護
者
１
人
に
つ
き
１
人
膝
上
鑑
賞
無
料
。

他
友
の
会
会
員
は
前
売
り
の
み
、１
会
員
４
枚
ま
で

２
０
０
円
引
き

▪
佐
渡
裕
指
揮  

シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・

   

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
2
0
1
8

　

チ
ケ
ッ
ト
は
９
月
22
日
㈯
販
売
。
友
の
会
会
員
は

９
月
16
日
㈰
か
ら
販
売（
１
会
員
４
枚
ま
で
）

時
12
月
15
日
㈯
15
時
か
ら

料
全
席
指
定　

❖
Ｓ
席
６
，
０
０
０
円（
高
校
生
以

下
２
，５
０
０
円
）❖
Ａ
席
３
，０
０
０
円（
高
校
生
以

下
１
，５
０
０
円
）

対
小
学
生
以
上

障
が
い
児
を
育
て
る
親
た
ち
に
よ
る 

写
真
展「
し
あ
わ
せ
の
か
た
ち
」

時
９
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮
８
時
30
分
～
17
時（
21
日

は
16
時
ま
で
）

場
市
役
所
本
館
ロ
ビ
ー

内
障
害
が
あ
る
子
の
親
が
撮
影
し
た
子
ど
も
の
イ

チ
オ
シ
写
真
を
展
示
他
土
日
は
除
く

問
子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
）

サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」  

（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
ご
ま
の
は
え  

舞
鶴
物
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

時
９
月
４
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

内
舞
鶴
の
歴
史
を
音
楽
と
朗
読
劇
で
紹
介

▪
伊
東
久
仁
子
さ
ん  

編
み
物
展

時
９
月
６
日
㈭
～
10
月
３
日
㈬
10
時
～
16
時

▪
か
ざ
は
な
＆
ぐ
り
ん
て
ぃ 

　

朗
読
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

時
９
月
10
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

▪
山
本
高
雄
さ
ん
の
講
話「
人
生
い
ろ
い
ろ
」

時
９
月
18
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時
30
分

身
障
セ
ン
タ
ー  

（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
障
害
者
将
棋
大
会

時
９
月
７
日
㈮
13
時
～
17
時

内
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
の
試
合
と
交
流
会
な
ど

対
市
内
在
住
の
障
害
者
申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

▪
秋
祭
り

時
９
月
29
日
㈯
10
時
～
15
時
内
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

や
各
サ
ー
ク
ル
の
発
表
、模
擬
店
な
ど

健
康
フ
ェ
ア「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」

時
９
月
５
日
㈬
10
時
～
15
時
場
ら
ぽ
ー
る

内
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
相
談
。
健
康
づ
く
り
や
生

活
指
導
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
も

問
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
２
６
８
０
）

小
学
校 

科
学
作
品
展

時
９
月
８
日
㈯
９
時
30
分
～
16
時
場
総
合
文
化
会
館

内
夏
休
み
の
自
由
研
究
で
作
っ
た
科
学
工
作
や
観

察
記
録
、化
石
・
鉱
物
の
標
本
な
ど
を
展
示

問
舞
鶴
市
小
学
校
教
育
研
究
会（
新
舞
鶴
小
学
校
内

担
当
：
舩
本
、☎
62
・
４
６
４
３
）

ふ
る
さ
と
海
づ
く
り
大
会

時
９
月
８
日
㈯
10
時
～
14
時
場
伊
根
漁
港
周
辺（
伊

根
町
）内
お
魚
ク
イ
ズ
de
ビ
ン
ゴ
、セ
リ
市
体
験
、サ

ビ
キ
釣
り
、特
産
品
販
売
、漁
港
め
し「
て
ん
ぷ
ら
」

の
ふ
る
ま
い
、漁
業
巡
視
船「
ら
く
よ
う
」特
別
公
開

な
ど
問
実
行
委
員
会（
府
漁
協
内
、☎
77
・
２
２
０
２
）

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
９
月
９
日
㈰
10
時
～
15
時
場
赤
れ
ん
が
４
号
棟

内
手
作
り
雑
貨
や
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
、体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
９
月
11
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分
内
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど
対
０
～
２
歳
児

▪
読
書
会

時
10
月
１
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
桜
木
紫
乃
著『
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
』

▪
お
た
の
し
み
会

時
10
月
３
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分

内
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

対
２
～
５
歳
児

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
９
月
19
日
㈬
11
時
～
11
時
20
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

東
神
崎
の
穴
観
音 

大
祭

時
９
月
14
日
㈮
８
時
～
12
時

場
穴
観
音（
東
神
崎
）

問
東
神
崎
区
長
の
岡
本
さ
ん（
☎
82
・
５
４
６
８
）

田
辺
城
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

時
９
月
15
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

場
南
田
辺
地
区（
白
鳥
街
道
Ｊ
Ｒ
陸
橋
西
詰
南
側
）

　

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

内
田
辺
城
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
現
地
で
説
明

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校  

（
☎
63
・
４
３
３
８
）

▪
学
校
公
開

時
９
月
15
日
㈯
13
時
～
16
時

内
学
校
案
内
や
教
材
体
験
、模
擬
授
業
、看
護
学
生

と
の
交
流
な
ど
対
中
学
生
以
上
で
看
護
職
に
興
味

が
あ
る
人
申
前
日
の
12
時
ま
で
に
電
話
か
同
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

▪
市
民
公
開
講
座「
笑
う
門
に
は
健
康
来
る
」

時
９
月
29
日
㈯
13
時
～
16
時
内
笑
い
と
健
康
講
演
、

大
道
芸
、笑
い
ヨ
ガ
講
大
道
芸
人
の
た
っ
き
ゅ
う
さ
ん

定
先
着
50
人
他
血
流
測
定
や
骨
密
度
測
定
、
認
知

症
予
防
運
動
な
ど
も
申
前
日
17
時
ま
で
に
電
話
で
。

9
月
の
お
知
ら
せ

　

催
し

略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金　 
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要
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加
佐
地
域
大
庄
屋
上
野
家

▪
敬
老
の
日「
お
菓
子
の
家
づ
く
り
」

時
９
月
16
日
㈰
14
時
～
16
時

場
加
佐
公
民
館

内
敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
ク
ッ
キ
ー
な
ど

で
お
菓
子
の
家
を
作
る
対
小
学
生
以
下（
保
護
者
同

伴
）定
先
着
10
組
料
１
組
２
，５
０
０
円

申
９
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
加
佐

地
域
農
業
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
☎
60
・
８
２
０
０
、

ＦＡＸ
60
・
８
２
０
１
）へ
。

▪
蔵
の
小
さ
な
展
覧
会

　
「
粘
土
人
形
展
‐
森
の
妖
精
」

時
９
月
30
日
㈰
ま
で
９
時
～
17
時

内
大
籔
美
代
子
さ
ん
の
作
品
を
展
示

問
同
セ
ン
タ
ー

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
９
月
21
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
中
総
合
会
館

内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
９
月
21
日
㈮
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
内
林
琢
也
さ
ん
に
よ
る
ピ

ア
ノ
演
奏
。「
カ
ル
ー
セ
ル
ワ
ル
ツ
」「
美
女
と
野
獣
の

テ
ー
マ
」な
ど
問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

舞
鶴
発
見
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

時
９
月
22
日
㈯
19
時
～
22
時
15
分
場
中
総
合
会
館

集
合
内
東
市
街
地
を
夜
間
に
歩
い
て
ま
ち
を
観
察

対
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
定
先
着

50
人
料
５
０
０
円
申
住
所
、氏
名
、年
齢（
学
年
）、連

絡
先
を
フ
ァ
ク
ス（
62
・
９
４
３
７
）か
シ
ョ
ー
ト
メ

ー
ル（
０
９
０
・
８
７
９
０
・
６
２
６
７
）で
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
脇
坂
さ
ん（
☎
63
・
４
６
３
７
）へ
。

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
舞
鶴
大
会

時
９
月
29
日
㈯
14
時
～
16
時
場
総
合
文
化
会
館

内
歴
史
学
者
の
小
和
田
哲
男
さ
ん
に
よ
る
記
念
講

演
や
明
倫
小
学
校
児
童
に
よ
る
論
語
素
読
、西
舞
鶴

高
校
書
道
部
と
吹
奏
楽
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
問

実
行
委
員
会
事
務
局
の
門
中
さ
ん（
☎

０
９
０
・
８
９
８
９
・
１
７
１
１
）

ふ
じ
ば
か
ま
ま
つ
り

時
９
月
29
日
㈯
11
時
～
13
時
30
分
場
旧
青
井
小
学
校

内
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
観
察
や
生
け
花
・
押
し
花
教
室
、

匂
い
袋
つ
く
り
な
ど
問
実
行
委
員
会
の
森
下
さ
ん（
☎

０
９
０
・
２
１
９
７
・
６
５
７
４
）

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ　

舞
鶴
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

時
９
月
30
日
㈰
14
時
15
分
～
19
時

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
内
「
国
際
的
課
題
と
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
テ
ー
マ
に
各
国
の
博
物
館
の
事
例
発
表
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
引
揚
記
念
館
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
定
先
着
２
５
０
人
他
同
時
通
訳
あ
り

申
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
フ
ァ
ク
ス（
68
・
０
３
７
０
）で
引

揚
記
念
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）へ
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ「
多
禰
寺
を
訪
ね
る
」

時
10
月
10
日
㈬
９
時
～
14
時（
雨
天
時
は
12
日
に
延

期
）場
多
禰
寺
集
合
対
市
内
在
住
の
成
人

定
先
着
25
人
料
５
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

申
９
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
大
浦
会
館（
☎
68
・

２
０
１
０
）へ
。

舞
鶴
国
際
交
流
協
会（
☎
75
・
８
８
０
１
）

▪
に
ほ
ん
ご
教
室

時
毎
週
土
曜
日
、
13
時
30
分
～
15
時
場
中
総
合
会

館
料
１
回
１
０
０
円
申
電
話
で
同
協
会
の
鳥
居
さ

ん（
☎
０
９
０
・
１
５
９
４
・
２
７
８
８
）へ
。

▪
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時
９
月
29
日
、
10
月
６
日
・
27
日
、
11
月
10
日
・
24

日
の
土
曜
日
、10
時
30
分
～
12
時
30
分
場
西
駅
交
流

セ
ン
タ
ー
内
日
本
語
の
教
え
方
な
ど
対
日
本
語
支

援
や
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
人
。
に
ほ
ん
ご
教
室

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
人

定
先
着
30
人
申
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
封
書（
〒

６
２
４
‐
０
８
５
３ 

市
内
字
南
田
辺
１
）か
メ
ー
ル（ 

m
ianpo@globe.ocn.ne.jp 

）で
同
協
会
へ
。

ビ
ー
チ
で
朝
ヨ
ガ

時
９
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬
・
９
日
㈰
～
12
日
㈬
・

18
日
㈫
・
19
日
㈬
・
30
日
㈰
の
７
時
～
８
時
30
分

場
神
崎
海
水
浴
場
定
先
着
10
人（
最
小
催
行
人
数

３
人
）料
２
，０
０
０
円
他
雨
天
中
止
申
各
開
催
日

の
前
日
18
時
ま
で
に
電
話
で
リ
フ
ァ
イ
ン
ド
の
永
江

さ
ん（
☎
０
８
０
・
５
２
８
１
・
８
２
８
３
）へ
。

ち
ゃ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　

（
文
化
公
園
体
育
館
内
、☎
60
・
２
２
２
６
）

▪
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

時
❖
毎
週
火
曜
日
、18
時
30
分
～
19
時
30
分

　

❖
毎
週
水
曜
日
、18
時
30
分
～
20
時
15
分

場
文
化
公
園
体
育
館

対
18
歳
以
上
料
月
５
０
０
円（
会
員
は
月
３
０
０
円
、

た
だ
し
年
会
費
２
，０
０
０
円
が
必
要
）

▪
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

時
・
場
毎
月
第
１
・
２
・
４
木
曜
日
❖
14
時
～
15
時

…
東
体
育
館
❖
19
時
～
20
時
…
文
化
公
園
体
育
館

料
１
回
７
０
０
円

▪
お
や
こ
で
う
ん
ど
う
あ
そ
び
教
室

時
９
月
13
日
㈭
か
ら
毎
月
２
回
、10
時
～
10
時
45
分

場
東
体
育
館

対
よ
ち
よ
ち
歩
き
か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
親

料
月
１
，８
０
０
円（
別
途
保
険
料
８
０
０
円
が
必
要
）

〈
共
通
〉申
電
話
で
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
。

認
知
症
予
防
講
座

▪
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
９
月
６
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

講
東
舞
鶴
医
誠
会
病
院
院
長
の
石
川
雅
裕
さ
ん

▪
中
総
合
会
館

時
９
月
11
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
講
東
舞
鶴

医
誠
会
病
院
作
業
療
法
士
の
西
川
洋
さ
ん

▪
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

時
９
月
13
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分
講
舞
鶴
赤

十
字
病
院
作
業
療
法
士
の
高
岡
祥
子
さ
ん

〈
共
通
〉
内
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
に

つ
い
て
の
講
話
と
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

市の広報番組

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12:40 ～
12:50。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

　

教
室

引揚記念館「王
お う

希
き き

奇展」

【日時】９月28日㈮～12月２日㈰９時～17時
【場所】引揚記念館
【料金】無料（別途入館料が必要）
【その他】９月28日13時30分からオープニング
セレモニーを実施

【問い合わせ先】同館（☎68・0836）へ。

　歴史をテーマに油絵や墨絵を描く中国錦州
出身の画家の王希奇さん。中国コロ島における
引き揚げを題材にした縦３㍍横20㍍の超大作

「一九四六」を展示。引揚船に向かって歩みを進
める引揚者の姿がリアルに描かれ、当時の苦労
や希望などさまざまな感情が胸に迫ります。

ICOM舞鶴ミーティング2018特別企画

舞鶴市からのお知らせ
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ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

▪
リ
ト
モ
ス
ナ
イ
ト

時
９
月
４
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、19
時
30
分
～
20
時

30
分
場
東
体
育
館
講
松
岡
由
美
子
さ
ん

料
１
回
７
０
０
円

▪
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

時
９
月
５
日
か
ら
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
、
13
時

30
分
～
14
時
30
分
場
文
化
公
園
体
育
館

講
井
上
久
美
子
さ
ん
料
１
回
７
０
０
円

▪
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

時
９
月
６
日
～
10
月
18
日
の
木
曜
日
に
計
７
回
、19

時
～
21
時
場
東
舞
鶴
公
園
定
先
着
40
人

料
５
，０
０
０
円

▪M
IZU

N
O

走
り
方
教
室

時
９
月
15
日
㈯
13
時
か
ら
と
14
時
15
分
か
ら

場
東
体
育
館
対
小
学
１
～
３
年
生

定
先
着
各
30
人
料
１
，０
０
０
円

▪
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験（
空
手
・
柔
道
）

時
９
月
17
日
㈷
10
時
～
12
時

場
文
化
公
園
体
育
館
対
小
学
１
～
４
年
生

定
先
着
80
人
料
１
０
０
円

〈
共
通
〉申
電
話
で
。

創
業
塾

時
９
月
９
日
・
16
日
・
30
日
の
日
曜
日
、13
時
～
16
時

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
講
中
小
企
業
診
断
士
の

松
野
修
典
さ
ん
定
先
着
30
人
料
４
，０
０
０
円

申
所
定
の
用
紙（
舞
鶴
商
工
会
議
所
備
え
付
け
）で
。

問
同
会
議
所（
☎
62
・
４
６
０
０
）

和
洋
中 

基
礎
か
ら
学
ぶ
男
性
料
理
講
座

時
９
月
15
日
～
来
年
２
月
の
土
曜
日
に
計
12
回
、９

時
30
分
～
12
時
場
中
総
合
会
館

講
栄
養
士
対
成
人
の
男
性
定
先
着
各
20
人

料
１
回
６
０
０
円
程
度

他
１
回
の
み
の
受
講
も
可
。
託
児
あ
り（
要
予
約
）

申
９
月
９
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ

ア
ス
舞
鶴（
☎
65
・
０
０
５
５
、ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）へ
。

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

時
９
月
15
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分
内
北
翔
大
教
授

の
水
野
信
太
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演「
れ
ん
が
の
知
識
・

見
分
け
方
」シ
リ
ー
ズ『
れ
ん
が
の
構
築
作
業
～
積

み
方
と
建
造
物
た
ち
～
』
定
先
着
30
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）へ
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

▪
沖
縄
三
線
初
心
者
講
座

時
９
月
21
日
か
ら
毎
月
第
３
金
曜
日
、13
時
30
分
～

14
時
30
分
講
鈴
木
彰
一
さ
ん
定
先
着
５
人

料
１
回
８
０
０
円
申
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

▪
歌
声
サ
ロ
ン

時
９
月
25
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

料
１
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
・
支
援
講
座

時
９
月
21
日
㈮
～
10
月
19
日
㈮
に
計
５
回
、
10
時
～

12
時
ほ
か
場
中
総
合
会
館
ほ
か
内
子
育
て
支
援
者
の

養
成
講
座
。
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
得
や
必

要
な
基
礎
知
識
・
基
礎
技
能
の
習
得
、活
動
で
き
る
場

所
の
情
報
提
供
な
ど
講
み
き
助
産
院
の
新
宮
美
紀
さ

ん
ほ
か
定
先
着
20
人
料
７
０
０
円
他
託
児
あ
り（
要

予
約
）申
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
フ

レ
ア
ス
舞
鶴（
☎
65
・
０
０
５
５
、ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）へ
。

消
防
本
部 

（
☎
66
・
０
１
１
９
）

▪
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
9
月
22
日
㈯
18
時
～
21
時
場
西
消
防
署

定
先
着
30
人
申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）

か
西
消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

▪
救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時
9
月
27
日
㈭
19
時
～
20
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
定
先
着
30
人

申
電
話
で
東
消
防
署
か
西
消
防
署
へ
。

▪
応
急
手
当
上
級
救
命
講
習

時
10
月
10
日
㈬
９
時
～
17
時
場
東
消
防
署
・
防
災

セ
ン
タ
ー
定
先
着
30
人
申
10
月
３
日
㈬
ま
で
に
電

話
で
東
消
防
署
か
西
消
防
署
へ
。

か
ず
ら
編
み
教
室

時
９
月
28
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分
場
加
佐
公

民
館
内
加
佐
な
ど
の
野
山
に
自
生
す
る
か
ず
ら
を

材
料
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
籠
や
壁
飾
り
を
作
る

講
あ
す
な
ろ
会
定
先
着
10
人
料
１
，２
０
０
円（
材

料
代
）申
９
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
83
・

０
０
３
６
）へ
。

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

時
９
月
29
日
㈯
13
時
～
15
時
場
西
総
合
会
館

内
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
川
口

泰
司
さ
ん
に
よ
る
講
演『「
寝
た
子
」は
ネ
ッ
ト
で
起

こ
さ
れ
る
!?
～
部
落
差
別
は
、い
ま
～
』

他
要
約
筆
記
・
補
聴
器
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
あ
り
。

託
児
・
手
話
通
訳
あ
り（
要
予
約
）
問
人
権
啓
発
推

進
室（
☎
66
・
１
０
２
２
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）

在
宅
療
養
者
へ
の
訪
問
栄
養
食
事
指
導
研
修

時
９
月
29
日
㈯
10
時
～
17
時
と
30
日
㈰
９
時
～
17

時
場
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館（
福
知
山
市
）

対
管
理
栄
養
士
で
原
則
両
日
受
講
で
き
る
人

定
先
着
30
人
申
９
月
20
日
㈭
ま
で
に
所
定
の
用
紙

（
中
丹
東
保
健
所
備
え
付
け
。
京
都
府
栄
養
士
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
。
問
京
都

府
栄
養
士
会（
☎
０
７
５
・
６
４
２
・
７
５
６
８
）

陶
芸
館 

（
☎
64
・
３
２
６
３
）

▪
親
子
陶
芸
教
室（
手
び
ね
り
教
室
）

時
９
月
30
日
㈰
10
時
か
ら
と
14
時
か
ら
定
先
着
各

32
人
対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
料
７
０
０
円（
小
学

生
６
０
０
円
）申
電
話
で
。

▪
親
子
陶
芸
教
室（
ろ
く
ろ
教
室
）

時
９
月
24
日
㈷
10
時
か
ら
・
13
時
30
分
か
ら
・
15

時
か
ら
対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
各
３
組
料
１
組
１
，５
０
０
円
申
電
話
で
。

▪
干
支
の
置
物
を
つ
く
ろ
う

時
10
月
28
日
㈰
10
時
か
ら
と
14
時
か
ら

定
先
着
各
24
人
料
１
，０
０
０
円

申
10
月
６
日
㈯
か
ら
電
話
で
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

■ 田辺城資料館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
■ 総合文化会館、陶芸館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
■ 東・文化公園体育館　第３木曜日　　■ ふるさと発見館（郷土資料館）第３水曜日

施設の休館日
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舞鶴市からのお知らせ

▪
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う

時
12
月
16
日
㈰
10
時
か
ら
と
14
時
か
ら
定
先
着
各

24
人
料
１
，０
０
０
円
申
10
月
６
日
㈯
か
ら
電
話
で
。

▪
手
び
ね
り
自
由
作
品
教
室

時

10
月
17
日
～
来
年
３
月
13
日
の
水
曜
日
に
計
８

回
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分
定

15
人（
多
数
の
場
合

抽
選
）料
６
，０
０
０
円（
土
代
が
別
途
必
要
）

申
10
月
10
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

初
歩
か
ら
の
版
画
教
室

時
10
月
４
日
～
11
月
22
日
の
毎
週
木
曜
日
、13
時
30

分
～
15
時
30
分
場
西
総
合
会
館
講
舞
鶴
木
版
画
ク

ラ
ブ
の
岩
見
英
一
郎
さ
ん
対
市
内
在
住
の
人

定
先
着
20
人
料
月
３
，０
０
０
円
申
９
月
27
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）へ
。

城
南
会
館 

（
☎
78
・
１
８
０
０
）

▪
漁
師
に
教
わ
る
魚
料
理
教
室（
秋
）

時
10
月
11
日
㈭
11
時
～
14
時
講
京
都
府
漁
業
協
同

組
合
ほ
か
定
先
着
20
人
料
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
９
月
26
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

▪
本
物
み
そ
作
り
教
室

時
10
月
16
日
㈫
・
17
日
㈬
15
時
～
17
時（
17
日
は
９

時
～
12
時
）講
伊
藤
壽
子
さ
ん
定
先
着
20
人
料
３
，

５
０
０
円（
材
料
費
）申
10
月
２
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

▪
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
・パ
ン
教
室

時

10
月
24
日
㈬
13
時
30
分
か
ら
内
パ
ン
プ
キ
ン
・

パ
イ
を
作
る
講
平
野
恭
子
さ
ん
定
先
着
20
人
料
１
，

０
０
０
円（
材
料
費
）申
10
月
６
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

子
育
て
ひ
ろ
ば
昭
光
保
育
園 

「
よ
ち
よ
ち
広
場
」 （
☎
63
・
４
８
２
１
）

▪
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
デ
コ
レ
ッ
ス
ン

時
９
月
５
日
㈬
10
時
か
ら
内
好
き
な
生
地
と
リ
ボ

ン
を
選
び
、小
物
入
れ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
定
先
着

10
組
料
１
，０
０
０
円
申
電
話
で
。

▪
マ
マ
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

時
９
月
12
日
㈬
10
時
～
11
時
内
か
わ
は
ら
接
骨
院

の
河
原
巧
さ
ん
に
全
身
ほ
ぐ
し
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
教

わ
る
定
先
着
６
組
料
３
９
０
円
申
電
話
で
。

▪
よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク

時
９
月
21
日
㈮
10
時
～
11
時
45
分
場
総
合
文
化
会
館

内
子
ど
も
の
服
や
育
児
用
品
、お
も
ち
ゃ
な
ど
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

《
出
店
抽
選
会
》

時
９
月
13
日
㈭
10
時
30
分
か
ら
内
よ
ち
よ
ち
パ
ー

ク
の
出
店
者
を
抽
選
で
決
定
、１
人
１
ブ
ー
ス
ま
で

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー  

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

▪
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
９
月
６
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
中
総
合
会
館
内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
読

み
か
た
り
、母
親
同
士
の
交
流
な
ど

対
０
～
１
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親

▪
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
９
月
12
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時
場
舞
鶴
共
済
病
院

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換
な
ど

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎

児
を
妊
娠
中
の
人

学
生
と
乳
幼
児
親
子
と
の　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
交
流
授
業

▪
東
舞
鶴
高
校

時
９
月
26
日
㈬
・
28
日
㈮
９
時
50
分
～
11
時
40
分

▪
舞
鶴
高
専

時
10
月
16
日
㈫
・
17
日
㈬
10
時
25
分
～
11
時
55
分

▪
日
星
高
校

時
10
月
31
日
㈬
、11
月
９
日
㈮
９
時
45
分
～
11
時
35
分

〈
共
通
〉対
０
～
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

問
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
０
１
０
３
）

健
や
か
子
育
て「
秋
の
料
理
教
室
」

時
10
月
12
日
㈮
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
西
総
合
会
館
講
舞
鶴
料
理
学
院
の
堀
祥
子
さ
ん

対
子
育
て
中
の
母
親

定
先
着
15
人
料
８
０
０
円

申

10
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
さ
る
な
ぁ
と（
☎

76
・
８
３
３
３
）へ
。

■ 中央公民館　第４月曜日　　■ 南・加佐公民館、大浦・城南会館　毎週月曜日
■ 東公民館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　　■ 西公民館　第３水曜日
■ 東図書館　毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
■ 西図書館　毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の休館日

　

子
育
て

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

舞鶴消費生活講座

▪ ①エシカル講座「未来につなぐ消費者市民
社会-エシカルってしってる？-」

【日時】10月６日㈯14時～15時30分

▪ ②整理整頓講座「ストレスなく片付ける方
法があるんです！」

【日時】10月23日㈫13時30分～15時30分

▪ ③悪質商法被害防止講座「人はなぜだまさ
れてしまうのか？（立正大学心理学部教授の
講座）」

【日時】11月24日㈯14時～15時30分

〈共通〉

【場所】　西駅交流センター

【定員】　先着各80人　【料金】　無料

【申し込み方法】　住所、氏名、性別、年齢、電

話番号、講座番号、講座名、同講座をどこで知

ったかを、電話かファクスで市民課（☎66・

1006、ＦＡＸ62・2050）へ。市ホームページか

らも可。
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親
子
で
す
ま
い
る
講
演
会

時
10
月
２
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分

場
中
総
合
会
館

内
小
児
科
医
の
諸
戸
雅
治
さ
ん
に
よ
る
講
演「
ぼ
く
・

わ
た
し
の
パ
パ
・
マ
マ
は
ほ
め
上
手
」

対
４
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
や
祖
父
母

他
無
料
託
児
あ
り（
要
予
約
、20
人
）

申
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
５
）へ
。

受
け
よ
う
集
団
特
定
健
康
診
査

時
９
月
４
日
㈫
～
12
月
３
日
㈪
場
保
健
セ
ン
タ
ー

ほ
か
内
身
体
計
測
、尿
・
血
液
検
査
な
ど

対
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※
国
保
の
助
成
を
受
け
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

　
人
は
対
象
外

他
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
案
内
送
付
済
み

問
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）か
保
険
医

療
課（
☎
66
・
１
１
０
６
）

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診

場
市
内
の
協
力
歯
科
医
療
機
関

内
一
般
歯
科
診
査
、
歯
周
組
織
検
査
、
嚥
下
機
能
評

価
、問
診
な
ど
対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
75
歳
の
人

他
対
象
者
へ
は
、被
保
険
者
証
に
案
内
を
同
封
し
て

送
付
。
受
診
時
に
は
、問
診
票
、後
期
保
険
証
が
必
要

問
保
険
医
療
課（
☎
66
・
１
０
７
５
）

陸
・
海
・
空
自
衛
官

▪
航
空
学
生  

海
・
空（
来
春
採
用
）

時
一
次
試
験
は
９
月
17
日
㈷

対
❖
海
上
…
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
23
歳
未
満

　

❖
航
空
…
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

申
９
月
７
日
㈮
ま
で
。

▪
一
般
曹
候
補
生（
来
春
採
用
）

時
一
次
試
験
は
９
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰
の
い
ず
れ

か
を
指
定

対
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
18
～
27
歳
未
満

申
９
月
７
日
㈮
ま
で
。

▪
自
衛
官
候
補
生（
来
春
採
用
）

時
受
け
付
け
時
に
通
知

対
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
18
～
27
歳
未
満

申
常
時
受
け
付
け

▪
自
衛
官
候
補
生（
今
秋
採
用
）

時
受
け
付
け
時
に
通
知

対
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
～
27
歳
未
満

申
早
め
に
受
け
付
け
を
。

▪
防
衛
大
学
校（
来
春
入
校
）

《
推
薦
》

時
一
次
試
験
は
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

対
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
21
歳
未
満（
条
件
あ
り
要

問
い
合
わ
せ
）申
９
月
５
日
㈬
～
７
日
㈮
。

《
総
合
選
抜
》

時
一
次
試
験
は
９
月
22
日
㈯

対
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
21
歳
未
満（
条
件
あ
り
要

問
い
合
わ
せ
）申
９
月
５
日
㈬
～
７
日
㈮
。

《
一
般
》

時
一
次
試
験
は
11
月
28
日
㈬

対
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

申
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮
。

▪
防
衛
医
科
大
学
校（
来
春
入
校
）

《
医
学
科
》

時
一
次
試
験
は
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

対
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

申
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮
。

《
看
護
学
科
》

時
一
次
試
験
は
10
月
20
日
㈯

対
高
校
卒
業（
見
込
含
）～
21
歳
未
満

申
９
月
５
日
㈬
～
28
日
㈮
必
着
。

〈
共
通
〉

他
各
種
募
集
案
内
・
職
種
説
明
な
ど
の
個
別
相
談

も
受
け
付
け
中

問
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
舞
鶴
地
域
事
務
所

（
☎
63
・
３
２
７
２
）

「
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」　　
　
　

小
・
中
学
生
の
絵
画

　
「
世
界
遺
産
も
、身
近
な
も
の
も
、未
来
に
ひ
き
つ

ぐ
地
域
の
た
か
ら
も
の
」を
テ
ー
マ
に
舞
鶴
の
文
化

財
や
建
造
物
、自
然
な
ど
の
絵
画
を
募
集
。

対
小
学
４
年
生
～
中
学
生
問
舞
鶴
ユ
ネ
ス
コ
協
会

事
務
局（
教
育
企
画
課
内
、☎
66
・
１
０
３
４
）

「
ま
い
て
マ
ル
シ
ェ
」の
出
店
者

　

11
月
４
日
㈰
に
中
総
合
会
館
で
実
施
す
る
ま
い
て

フ
ェ
ス
タ
内
で
の「
ま
い
て
マ
ル
シ
ェ
」の
出
店
者
を

募
集
。

内
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
、ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、ア

ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
手
作
り
品
。
ネ
イ
ル
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
出
店
も（
持
ち
込
み
は
当
日
）。
販
売

業
者
は
不
可
定
先
着
30
店
料
１
，０
０
０
円

他
託
児
あ
り（
予
約
が
必
要
）

申
９
月
２
日
㈰
～
10
月
20
日
㈯
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
実
行
委
員
会
事
務
局（
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
内
、
☎

63
・
３
３
０
５
、ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）

福
祉
即
戦
力
人
材
養
成
科
の
受
講
生

時
10
月
25
日
㈭
～
来
年
３
月
22
日
㈮

場
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館（
福
知
山
市
）

対
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
求
職
申

し
込
み
を
し
て
い
る
人
定
先
着
20
人

申

10
月
４
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ

ー
ク
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー（
☎
０
７
７
３
・
22
・

２
８
１
５
）へ
。

里
親
の
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
た
め
、家
族
と
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
受
け

入
れ
、温
か
く
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
い
た
だ
く「
里

親
」を
募
集
。
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公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）
観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力を PR する動画など

市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

Facebook（フェイスブック）

　

そ
の
他

　

募
集

　

保
健

市公式 Facebook の
先月のいいね数
ナンバーワン

（７月 16 日〜８月 15 日）

【ちゃったまつり花火大会】
221いいね（８月20日時点）

不
動
産
鑑
定
士
の
無
料
相
談

時
10
月
１
日
㈪
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時
～
16
時

場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
土
地
建
物
の
価
格
・
賃
料
・
権
利
関
係
な
ど

申
９
月
26
日
㈬
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時
ま
で
に
電
話
で
京
都
府
不
動

産
鑑
定
士
協
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☎
０
７
５
・
２
１
１
・
７
６
６
２
）へ
。

司
法
書
士
に
よ
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登
記
・
法
律
・
成
年
後
見
無
料
相
談
会

時
９
月
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日
㈯
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時
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分
～
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時
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分

場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
名
義
変
更
や
相
続
、財
産
管
理
な
ど

問

京
都
司
法
書
士
会（
☎
０
７
５
・
２
４
１
・

２
６
６
６
）

302018 広報まいづる 9月号



2221

14

20

13

19

12

25

18

11

３

23

16

９

２

※●印は救急診療関連情報　●印は就職関連情報　●印は弁護士法律相談情報

日 月 火 水 木 金 土

 

休
日
・
急
病
診
療
、
法
律
相
談
、
就
労
相
談
、
人
権
相
談
な
ど

9
September

▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）
▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1018） 
▪弁護士府民法律相談…中丹広域振興局（☎62・2500） 
▪女性面接相談…人権啓発推進室(☎66・1022）　
▪定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）　

《カレンダーの問い合わせ先》 ▪身体障害者相談…障害福祉・国民年金課（☎66・1033、ＦＡＸ62・7957）
▪司法書士、行政書士、税理士、弁護士市民法律相談、巡回市民・行政相談、公証人、土地家屋調査士相談・立命館大学法律相談…市民課（☎66・1006）
▪看護職就業相談会…府北部看護職支援センター（☎0772・46・9002） 
▪高齢者・障害者人権あんしん相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858）　
▪人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858） 
▪聞こえの相談…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912）
▪ひきこもり支援巡回相談…生活支援相談センター（☎66・5001）

31

1

７４ 5

26 27

28

10

15

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●看護職就業相談
13:30 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

●マザーズジョブ 
カフェ巡回相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

定例教育委員会
14:00 から 
市役所別館

司法書士法律相談
13:30 ～ 16:30
市役所本館 
※申し込み優先 
　定員 12 人

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

女性面接相談 
11:00 ～ 14:10 
フレアス舞鶴 
※申し込みが必要

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
　13:00 から 
　市役所別館
   ※申し込みが必要

特設人権相談所
9:00 ～ 12:00 
南公民館

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

聞こえの相談 
13:00 ～ 16:00
聴言センター

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●弁護士市民法律相談  
13:00 から 
市役所本館 
※9/19、8:30～　
　12:00に申し込み。
　定員 11 人（抽選）。

看護職就業相談会
13:30 ～ 15:00

　ハローワーク舞鶴

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

ひきこもり支援巡回相談 
10:00 ～ 15:00
市役所本館 
※申し込みが必要

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

行政書士相談 
10:00 ～ 13:00
市役所本館

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00

　ジョブ・サポ

納期：10月１日㈪…税務課 ( ☎ 66・1025)

❖介護保険料 ４期❖国民健康保険料 ４期
❖後期高齢者医療保険料 ３期

納付のお知らせ

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

ひきこもり支援巡回相談
　10:00 ～ 15:00
　西総合会館
　※申し込みが必要

休日・土曜日の水道修理 17時以降は、
　市役所（☎62・2300）か
　西支所（☎75・2250）へ。当番会社　㈱舞設（☎ 62・0253）

●救急・急病診療 
開業医の診療終了後
舞鶴医療センター　
☎ 62・2680

税理士相談
　9:00 ～ 12:00
　市役所本館

巡回市民・行政相談
　13:30 ～ 15:30
　中総合会館

公証人相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館
土地家屋調査士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

●弁護士府民法律
相談  13:30 から

　中丹広域振興局
　※9/5、9:00から　
申し込み。先着 10 人。

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●救急・急病診療 
開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

人権なんでもお気
軽相談（電話も可） 

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00

　法務局舞鶴支局

●救急・急病診療 
開業医の診療終了後
舞鶴医療センター　
☎ 62・2680

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

30

８

６

17

29

24

●休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）の受診は、できる限り昼間
の時間帯にお願いします。また、軽症などの緊急を要しない症状の場合は、
できる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診をお願いします。

●舞鶴市休日急病診療所の一次救急診療（内科）の受診は、９時～12 時（受
け付けは 11時 30 分まで）と13 時～17 時（受け付けは 16 時 30 分まで）。
舞鶴医療センター敷地内。

●休日の小児科一次診療の受け付けは、17 時 30 分まで。

　　●土曜日午後診診療所（小児科、内科系）
 　❖小児科…西村医院（浜、☎ 63・5456）　14 時～ 16 時、 17 時～ 18 時 30 分
 　❖内科系…浮島岸本診療所（溝尻、☎ 63・1235）13 時～ 15 時
　　　　　　 肥後内科医院（浜、☎ 62・0359）　17 時～ 18 時 30 分
　　　　　　 鳥井医院（倉谷、 ☎ 75・3111）　 16 時 30 分～ 18 時 30 分 
　※臨時休診の場合あり。事前にお問い合せを。

献血の日程
日 受け付け時間 会場

14 日㈮ 9:30 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30 舞鶴グランドホテル

25 日㈫
9:30 ～ 11:45 西消防署
13:30 ～ 16:00 京都府漁業協同組合

27 日㈭ 9:30 ～ 11:00、12:00 ～ 16:00 舞鶴高専
※ 400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●救急・急病診療 
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急診療

☎ 63・4970

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●救急・急病診療
　開業医の診療終了後
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510

●救急・急病診療
　開業医の診療終了後
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510

高齢者・障害者
人権あんしん相談
　11:00 ～ 12:00
　文庫山学園・
　真愛の家

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

▪ごみの収集
17 日の祝日は可
燃ごみと不燃ごみ
を通常どおり収
集。24 日の祝日
は可燃ごみの収
集を休みます。

立命館大学法律相談
　13:30 ～ 16:30
　西駅交流センター
※9/7までに申し込み。

立命館大学法律相談
　9:30 ～ 14:30
　西駅交流センター
※9/7までに申し込み。

●福祉のお仕事出張
相談
　13:00 ～ 16:00
　ジョブ・サポ

●各種就業相談 
ジョブ・サポ 
まいづる 
☎ 63・0810 

【舞鶴企業・就職応援ネットも公開中】

●休日に開局している処方せん対応薬局　開局時間９時～ 17 時
❖２日㈰… フラワー薬局舞鶴店 （浜、☎ 65・2277）
❖ 23 日㈰…まいづる薬局本店（桃山町、☎ 66・3311）

特設人権相談所
10:00 ～ 12:00 
中総合会館



　今年のシルバーウイー
ク、お出かけの予定は決
まっていますか？
　９月の連休も赤れんが
パークでは、子どもから
大人まで楽しめる多彩な
催しが行われます。ギュッと濃厚な思い出作りに赤れんが
パークに行ってみませんか。また、同パーク内では、オリ
ジナルスイーツも楽しめます。
　主な催しは下表のとおりです。
▶詳しくは、赤れんがパーク（☎ 66・1096）へ。
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JCGフェスタin舞鶴2018

【日時】10 月 20 日㈯ 14 時～ 16 時 30 分
【場所】京都舞鶴港西港第３ふ頭集合
【内容】❖巡視船「だいせん」の体験航海
❖舞鶴湾沖で実施する巡視船艇などによる総合訓練の見学

【定員】900 人（多数の場合抽選）　　【料金】無料
【その他】悪天候や業務の都合などで内容の変更や中止にな
る場合あり

【申し込み方法】往復はがきの往信用裏面に参加者全員（５
人まで）の住所、氏名、年齢、電話番号、返信用表面に返
信先の住所、氏名を記入し第八管区海上保安本部内「だい
せん体験航海係（〒 624-8686 市内字下福井 901）」へ。
９月 14 日㈮消印有効。
▶詳しくは、第八管区海上保安本部（☎ 76・4100）へ。

巡視船「だいせん」体験航海
新鮮な魚介類が大集合

　舞鶴の魚を PR する「まいづる魚まつり」を今年も開催
します。サゴシやハマチなど京都の漁港でとれた新鮮な魚
をたくさん準備。ぜひお越しください。

【日時】９月 30 日㈰９時 30 分～ 14 時
【場所】舞鶴水産流通センター周辺
【内容】❖マグロの解体ショー❖市民参加のセリ市❖大漁鍋
の振る舞い❖海上自衛隊舞鶴音楽隊による演奏❖魚まつり
スタンプラリー❖子ども遊び広場❖サザエ釣り❖海鮮バー
ベキューや海鮮焼きそば、鮮魚の販売 など
▶詳しくは、舞鶴水産流通協同組合（☎ 75・3275）へ。

まいづる魚まつり

巡視船「だいせん」

催し 日時 場所 備考

赤れんがバザール ９月９日㈰ 10 時～ 15 時 赤れんが４号棟 手作り雑貨やスイーツの販売。
体験コーナーも。

マツシマ・
オートフェスティバル

９月 15 日㈯～ 17 日㈷
10 時～ 17 時 赤れんがパーク一帯 外国車の展示など。

KeepLevel 番外編 vol. ３ ９月 16 日㈰
12 時～ 20 時 30 分 赤れんが２号棟 ヒップホップやレゲエなど。

入場料が必要。
きもののほそみメモリアルフォト
ロケーション ９月 22 日㈯・23 日㈰９時～ 18 時 赤れんが２号棟 申し込みが必要。

着物の見学は自由。

WOODY HOUSE FESTA vol. ２ ９月 22 日㈯～ 24 日㈷ 10 時～ 19 時
（24 日は 10 時～ 16 時 30 分） 赤れんが４号棟 新作や古着の販売。

飲食・雑貨ブースも。

七五三撮影会 ９月 24 日㈷９時 30 分～ 16 時 30 分 赤れんが４号棟 申し込みが必要。

左上）マツシマ・オートフェ
スティバルのイメージ
上）KeepLevel のポスター
左）昨年開催された
WOODY HOUSE FESTA の
様子

９月の連休は　　　　で９月の連休は　　　　で赤パー赤パー


